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ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

中

島

楽

章

は
じ
め
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
百
三
十
年
近
い
研
究
史
が

１
あ
り
、
日
欧
交
渉
史
の
立
場

２
か
ら
、
あ
る
い
は

銃
砲
史
の
観
点

３
か
ら
、
多
く
の
論

が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
、
東
ア
ジ
ア
海
域
史
の
視
点
か
ら
も
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
来
航
に
対
す
る
再
検
討
が
進
め
ら
れ
つ
つ

４
あ
る
。
し
か
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
の
年
次
に
つ
い
て

は
、
一
五
四
二
（
天
文
十
一
）
年
と
一
五
四
三
（
天
文
十
二
）
年
の
両
説
が
あ
り
、
今
な
お
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
。
欧
米
で
は
も

と
も
と
一
五
四
二
年
説
が
有
力
で
あ
っ

５
た
が
、
一
九
四
六
年
に
発
表
さ
れ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
氏
の
論
文
に
よ

６
っ
て
、

現
在
で
は
お
お
む
ね
一
五
四
三
年
説
が
定
着
し
て

７
い
る
。
一
方
日
本
で
は
、
一
般
的
に
は
一
五
四
三
年
説
が
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て

い
た
が
、
近
年
で
は
む
し
ろ
一
五
四
二
年
説
を
主
張
す
る
論

が
多
く
な
っ
て

８
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
さ
き
に「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
と
東
ア
ジ
ア
海
域
交
易
」（『
史
淵
』一
四
二
輯
、
二
〇
〇
五
年
、

以
下
中
島
「
海
域
交
易
」
と
略
称
）
を
発
表
し
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
討
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
初
来
航
の
年
次
は
一
五
四
三

年
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
こ
の
論
文
の
刊
行
後
も
、
約
三
年
間
の
あ
い
だ
に
、
関
連
す
る
研
究
が
い
く
つ
も
発
表

四
一



さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
一
五
四
二
年
説
を
と
っ
て
い

９
る
が
、
若
干
の
論

で
は
一
五
四
三
年
説
を
と
り
、
あ
る
い
は
両
説
を
併

記
し
て

10
い
る
。
こ
う
し
た
諸
論

に
よ
っ
て
、
新
た
に
有
益
な
史
料
や
論
点
も
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
多
く
の
論
者
が
、
先

行
研
究
を
必
ず
し
も
十
分
に
ふ
ま
え
な
い
ま
ま
自
説
を
主
張
す
る

11
結
果
、
論
点
が
十
分
に
整
理
さ
れ
ず
、
議
論
が
錯
雑
化
し
て
い
る

傾
向
も
否
定
で
き
な
い
。

さ
ら
に
最
近
、
清
水
紘
一
氏
は
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
レ
キ
オ
（
琉
球
）
初
来
説
を
め
ぐ
っ
て

日
欧
交
渉
の
初
期
過
程
」（『
外
政

史
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
八
年
）﹇
以
下
、
清
水
「
初
来
説
」
と
略
称
﹈
を
発
表
し
、
筆
者
の
前
稿
に
対
し
て
反
批
判
を
行
い
、
一
五

四
二
年
説
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
清
水
氏
の
論
拠
に
は
疑
問
点
が
多
く
、
主
要
な
論
点
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
批
判
的
検

討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
本
稿
で
は
、
ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
初
来
航
に
関
す
る
基
本
史
料
を
再
検
討

12
し
て
、
そ
の
解
釈
を

め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
し
て
論
点
を
明
確
化
し
、
あ
ら
た
め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
の
年
次
と
、
そ
の
実
像
に
つ
い
て

察

を
加
え
て
み
た
い
。
全
体
と
し
て
前
稿
と
重
な
る
議
論
も
多
く
な
る
が
、
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
本
文
に
お
い
て
先
行
研
究

の
問
題
点
に
逐
次
検
討
を
加
え
た
場
合
、
行
論
が
寸
断
さ
れ
論
旨
を
追
う
こ
と
が
難
し
く
な
る
た
め
、
先
行
研
究
の
批
判
的
検
討
は

基
本
的
に
脚
注
で
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

一

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
を
め
ぐ
る
基
本
史
料

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
基
本
史
料
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
一
五
四
二
年
説
と
一
五
四
三
年

説
と
の
論
争
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
三
つ
の
基
本
史
料
と
は
、

ａ
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ァ
ン『
世
界
発
見
記
』、

ｂ
ガ
ル
シ
ア
・

デ
・
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ラ
ド
「
報
告
書
」、

玄
之
玄
昌
「
鉄
炮
記
」
で
あ
る
。
ま
ず
本
節
で
は
、
以
上
の
基
本
史
料
に
つ
い

て
簡
単
に
説
明
し
、
そ
の
主
要
部
分
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論
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ａ

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
『
世
界
発
見
記
』（
以
下
、『
発
見
記
』
と
略
称
）

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
（A

n
to
n
io G

a
lv
a
o

）
は
、
一
五
三
六
〜
三
九
年
に
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
テ
ル
テ
ナ
島
で
司
令
官
の
任

に
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
モ
ル
ッ
カ
進
出
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
一
五
四
一
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
国

し
た
後
は
王
室
に
冷
遇
さ
れ
、
晩
年
は
リ
ス
ボ
ン
の
王
立
病
院
に
寄
寓
し
て
こ
の
『
発
見
記
』（T

ratad
o d

os D
escobrim

en
tos

）

の
著
述
に
専
念
し
、
一
五
五
七
年
に
没
し
た
。『
発
見
記
』は
古
代
か
ら
一
五
五
三
年
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
地
理
的
発
見
の

編
年
史
で
あ
り
、
彼
の
没
後
、
一
五
六
三
年
に
出
版
さ

13
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
内
容
の
多
く
は
、
既
存
の
文
献
や
伝
聞
な
ど
の
二
次
史

料
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
発
見
記
』
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
五
四
二
年
に
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
（D

io
g
o d

e F
reita

s

）
が
一
船
の
カ
ピ
タ
ン
と
し
て
シ
ャ
ム
王
国
の
ド
ド

ラ
市
﹇
ア
ユ
タ
ヤ
﹈
に
い
た
こ
ろ
、
彼
の
も
と
か
ら
三
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
チ
ナ
に
向
か
う
一
艘
の
ジ
ャ
ン
ク
船
で
逃
走
し

た
。
彼
ら
の
名
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
モ
タ
（A

n
to
n
io d

a M
o
ta

）、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ゼ
イ
モ
ト
（F

ra
n
cisco Z

eim
o
to

）、

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ペ
シ
ョ
ッ
ト
（A

n
to
n
io P

ex
o
to

と
い
っ
た
。
三
〇
余
度
の
地
点
に
あ
る
リ
ャ
ン
ポ
ー
の
町
に
入
港
す
る
航

路
を
進
ん
だ
と
こ
ろ
、
船
の
後
方
に
強
風
を
う
け
、
彼
ら
を
陸
か
ら
離
し
た
。
数
日
後
、
彼
ら
は
東
方
三
十
二
度
に
位
置
す
る

あ
る
島
を
見
た
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ポ
ン
イ
ス
と
い
い
、
よ
く
書
物
で
そ
の
財
宝
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
あ
の
シ
パ
ン
ガ
ス
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
く
ら
い
こ
の
諸
島
は
黄
金
や
、
豊
富
な
銀
や
そ
の
他
の
財
宝
を
も
ま
た
有
し
て
い
る
の
で

14
あ
る
。

つ
ま
り
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
ジ
ャ
ン
ク
で
シ
ャ
ム
か
ら
リ
ャ
ン
ポ
ー
（
寧
波
近
海

の
双
嶼
）
に
向
か
う
途
中
、
暴
風
に
よ
っ
て
漂
流
し
、
北
緯
三
十
二
度
附
近
で
日
本
を
発
見
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の

史
料
で
は
、
彼
ら
が
種
子
島
（
北
緯
三
十
度
に
あ
た
る
）
に
漂
着
し
た
と
も
、
鉄
炮
を
伝
え
た
と
も
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
に
関

す
る
記
述
も
黄
金
や
銀
に
富
む
と
い
う
だ
け
で
、
き
わ
め
て
漠
然
と
し
て
い
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論
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ｂ

ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ラ
ド
報
告
書
（
以
下
、「
報
告
書
」
と
略
称
）

一
五
四
二
年
、
メ
キ
シ
コ
副
王
ア
ン
ト
ニ
オ
・
デ
・
メ
ン
ド
サ
（A

n
to
n
io d

e M
en
d
o
za

）
は
、
は
ル
イ
・
ロ
ペ
ス
・
デ
・
ビ

リ
ャ
ロ
ボ
ス
（R

u
y L

o
p
ez d

e V
illa

lo
b
o
s

）
率
い
る
艦
隊
を
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
派
遣
し
て
、
メ
キ
シ
コ
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
航

路
を
開
こ
う
と
し
た
。
ガ
ル
シ
ア
・
デ
・
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
・
ア
ル
バ
ラ
ド
（G

a
rcıa d

e E
sca

la
n
te A

lv
a
ra
d
o

）
は
、
こ
の
艦
隊

の
商
人
頭
（fa

cto
r

）
と
い
う
要
職
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
は
一
五
四
二
年
十
一
月
に
メ
キ
シ
コ
を
出
帆
し
、

一
五
四
三
年
二
月
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
到
着
し
て
、
そ
の
地
に
拠
点
を
築
こ
う
と
し
た
が
成
功
せ
ず
、
一
五
四
四
年
三
月
に
は
、
モ

ル
ッ
カ
諸
島
の
テ
ィ
ド
レ
島
に
移
動
し
た
。
し
か
し
艦
隊
は
メ
キ
シ
コ
へ
の
帰
路
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
一
五
四

五
年
十
月
に
、
テ
ル
テ
ナ
島
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
投
降
し
た
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
を
含
む
乗
員
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
で
送
還
さ
れ
、
一
五

四
八
年
八
月
に
リ
ス
ボ
ン
に
到
着

15
し
た
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
が
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
、
艦
隊
の
遠
征
記
録
と
ア
ジ
ア
で
収
集
し
た
情
報

を
ま
と
め
、
メ
キ
シ
コ
副
王
に
報
告
し
た
の
が
、
こ
の
「
報
告
書
」
で
あ
る
。

エ
ス
カ
ラ
ン
テ
「
報
告
書
」
に
は
、『
発
見
記
』
に
も
登
場
す
る
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
が
語
っ
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉

球
漂
着
に
関
す
る
記
事
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
は
、
テ
ル
テ
ナ
島
の
司
令
官
に
任
じ
ら
れ
た
弟
の
ジ
ョ

ル
ダ
ン
（Jo

rd
a
o

）・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
と
と
も
に
、
一
五
四
四
年
十
一
月
に
テ
ル
テ
ナ
島
に
渡
来
し
、
十
二
月
に
は
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス

と
会
談
し
て
い
る
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
も
こ
の
こ
ろ
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
に
会
っ
て
、
直
接
に
琉
球
漂
着
に
関
す
る
情
報
を

得
た
の
で
あ

16
ろ
う
。

彼
﹇
フ
レ
イ
タ
ス
﹈
が
シ
ャ
ン
﹇
シ
ャ
ム
﹈
の
町
に
船
を
留
め
て
い
た
時
、
そ
こ
へ
レ
キ
オ
人
た
ち
の
ジ
ャ
ン
ク
が
一
隻
や
っ

て
き
た
。
彼
は
こ
れ
ら
の
人
々
と
大
い
に
話
を
交
わ
し
た
。
…
…
彼
﹇
フ
レ
イ
タ
ス
﹈
は
、
彼
ら
レ
キ
オ
人
と
非
常
に
よ
い
友

人
と
な
り
、
そ
こ
を
去
っ
た
が
、
レ
キ
オ
人
は
自
分
の
国
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
彼
に
言
お
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
起
っ
た
。
彼
﹇
フ
レ
イ
タ
ス
﹈
と
一
緒
に
そ
こ
﹇
シ
ャ
ム
﹈
に
い
た
中
の
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
二
人
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

四
四



チ
ナ
沿
岸
で
商
売
し
よ
う
と
一
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
で
向
か
っ
た
が
、彼
ら
は
暴
風
雨
に
あ
っ
て
レ
キ
オ
ス
の
あ
る
島
へ
漂
着
し
た
。

そ
こ
で
彼
ら
は
そ
の
島
々
の
国
王
か
ら
手
厚
い
も
て
な
し
を
受
け
た
。
そ
れ
は
、
シ
ャ
ン
で
交
際
し
た
こ
と
の
あ
る
﹇
レ
キ
オ

人
の
﹈
友
人
た
ち
の
と
り
な
し
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
食
料
を
提
供
さ
れ
立
ち
去
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
々
が
﹇
レ
キ
オ
人
の
﹈
礼
儀
正
し
さ
や
富
を
目
撃
し
た
こ
と
か
ら
、
他
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
た
ち
も
チ
ナ
の
ジ
ャ

ン
ク
に
乗
っ
て
再
び
そ
こ
へ
行
っ
た
。
彼
ら
は
チ
ナ
沿
岸
を
東
に
航
海
し
、
さ
き
の
島
に
着
い
た
が
、
今
回
は
上
陸
を
許
さ
れ

ず
、
持
参
し
た
商
品
と
そ
の
値
段
の
覚
書
を
提
出
す
べ
き
こ
と
、
及
び
代
金
は
直
ち
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
申
し
渡
さ
れ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
た
ち
は
そ
の
と
お
り
提
供
し
た
の
で
、
支
払
い
を
す
べ
て
銀
で
受
け
取
り
、
食
料
を
与
え
ら
れ
、
退
去
を
命
ぜ

ら

17
れ
た
。

こ
の
記
事
に
は
年
次
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
氏
は
フ
レ
イ
タ
ス
兄
弟
が
一
五
四
四
年
八
月
に
マ
ラ
ッ
カ
か

ら
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
向
か
っ
た
こ
と
か
ら
逆
算
し
て
、
フ
レ
イ
タ
ス
の
部
下
が
最
初
に
レ
キ
オ
ス
に
漂
着
し
た
の
は
一
五
四
二
年
、

ふ
た
た
び
レ
キ
オ
ス
に
渡
航
し
た
の
は
一
五
四
三
年
で
あ
る
と
推
定
し
て

18
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
発
見
記
』
と
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
「
報

告
書
」の
記
事
は
、
基
本
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
お
お
む
ね
共
通
し
て
お
り
、
同
一
の
事
件
を
伝
え
た
史
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

た
だ
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
発
見
地
を
、『
発
見
記
』
で
は
日

本
と
し
、「
報
告
書
」
で
は
琉
球
と
す
る
点
が
大
き
く
異
な
り
、
こ
の
問

題
の
解
釈
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
年
次
を
め
ぐ
る
論
争
の
焦
点
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

文
之
玄
昌
「
鉄
炮
記
」

文
之
玄
昌
（
号
は
南
浦
）
は
、
臨
済
宗
の
禅
僧
で
宋
学
に
も
通
じ
、
島
津
氏
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
外
交
文
書
の
起
草
を
担
当
し
た

人
物
で
あ
る
。
彼
が
一
六
〇
六
（
慶
長
十
一
）
年
、
種
子
島
久
時
の
依
頼
に
よ
り
、
久
時
の
名
義
で
代
筆
し
た
の
が
「
鉄
炮
記
」
で

あ
り
、
の
ち
に
彼
の
『
南
浦
文
集
』
巻
一
に
収
録
さ

19
れ
た
。「
鉄
炮
記
」
で
は
、
久
時
の
父
で
あ
る
種
子
島
時
堯
が
、
種
子
島
に
来
航

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

四
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し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
鉄
炮
を
伝
授
さ
れ
、
そ
の
製
造
に
成
功
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
か
な
り
の
長
文
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
要
部
分
を
引
用
し
よ
う
。

天
文
癸
卯
秋
八
月
二
十
五
丁
酉
、
我
が
西
村
の
小
浦
に
一
大
船
あ
り
。
何
れ
の
国
よ
り
来
る
か
を
知
ら
ず
。
船
客
は
百
余
人
、

そ
の
形
は
類
せ
ず
、
そ
の
語
は
通
ぜ
ず
、
見
る
者
は
以
っ
て
奇
怪
と
な
す
。
そ
の
中
に
大
明
の
儒
生
一
人
、
五
峯
と
名
の
る
者

あ
り
。
今
そ
の
姓
字
を
詳
に
せ
ず
。
時
に
西
村
の
主
宰
に
織
部
丞
な
る
者
あ
り
、
頗
る
文
字
を
解
す
。
偶
ま
五
峯
に
遇
い
、
杖

を
以
っ
て
沙
上
に
書
き
て
云
く
、「
船
中
の
客
、
何
れ
の
国
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
そ
の
形
の
異
な
る
や
」と
。
五
峯
は

即
ち
書
き
て
云
く
、「
こ
れ
は
西
南
蛮
種
の

胡
な
り
」。
…
…
こ
れ
を
我
が
祖
父
の
恵
時
と
老
父
の
時
堯
に
告
ぐ
。
時
堯
は
即
ち

に
扁
艇
数
十
を
し
て
こ
れ
を

か
せ
、
二
十
七
日
己
亥
に
至
り
て
、
船
を
赤
尾
木
津
に
入
ら
し
む
。
…
…

胡
の
長
二
人
あ
り
、
一
を
牟
良
叔
舎
と
曰
い
、
一
を
喜
利
志
多
侘
孟
太
と
曰
う
。
手
に
一
物
を
携
う
。
長
き
こ
と
二
三
尺
、

そ
の
体
た
る
や
、
中
は
通
じ
外
は
直
に
し
て
、
重
き
を
以
っ
て
質
と
な
す
。
そ
の
中
は
常
に
通
ず
と
雖
も
、
そ
の
底
は
密
塞
す

る
を
要
す
。
そ
の
傍
に
一
穴
あ
り
、
火
を
通
ず
る
の
路
な
り
。
…
…
時
堯
は
そ
の
価
の
高
く
し
て
及
び
難
き
を
言
わ
ず
、
蛮
種

の
二
鉄
砲
を
求
め
て
、
以
っ
て
家
珍
と
な
す
。
そ
の
妙
薬
の

篩
・
和
合
の
法
は
、
小
臣
の
篠
川
小
四
郎
を
し
て
こ
れ
を
学
ば

し
む
。
…
…
時
堯
は
把
玩
の
余
り
、
鉄
匠
数
人
を
し
て
、
そ
の
形
象
を
熟
視
せ
し
め
、
月
鍛
季
錬
し
、
新
た
に
こ
れ
を
製
ら
ん

と
欲
す
。
そ
の
形
制
は
頗
る
こ
れ
に
似
た
り
と
雖
も
、
そ
の
底
の
こ
れ
を
塞
ぐ
所
以
を
知
ら
ず
。

そ
の
翌
年
、
蛮
種
の

胡
、
復
た
我
が
島
の
熊
野
の
一
浦
に
来
る
。
…
…

胡
の
中
、
幸
い
に
一
人
の
鉄
匠
あ
り
。
時
堯
は

以
っ
て
天
の
授
く
る
所
と
な
し
、
即
ち
金
兵
衛
尉
清
定
な
る
者
を
し
て
、
そ
の
底
の
塞
ぐ
所
を
学
ば
し
む
。
漸
く
時
月
を
経
て
、

そ
の
巻
い
て
こ
れ
を
蔵
む
る
こ
と
を
知
る
。
こ
こ
に
於
い
て
、
歳
余
に
し
て
新
た
に
数
十
の
鉄
炮
を
製
る
。
…
…

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
五
四
三
（
天
文
十
二
）
年
八
月
二
十
五
日
（
新
暦
九
月
二
十
三
日
）
に
、
種
子
島
南
端
の
西
之
村
に
百
余
人

の
船
客
を
乗
せ
た
大
船
が
着
岸
し
た
。
そ
の
中
に
「
五
峯
」
と
名
の
る
明
人
が
あ
り
、
筆
談
に
よ
り
彼
ら
が
「
西
南
蛮
種
の

胡
」
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で
あ
る
と
告
げ
た
。
報
告
を
う
け
た
種
子
島
時
堯
は
、
こ
の
船
を
曳
舟
で
赤
尾
木
津

（
現
在
の
西
之
表
）
に
廻
航
さ
せ
た
。
さ
ら
に
時
堯
は
、「

胡
の
長
」
で
あ
る

「
牟
良
叔
舎
」・「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
が
鉄
砲
を
使
用
す
る
の
を
見
て
強
い
関
心
を
示

す
。
時
堯
は
鉄
砲
を
高
価
で
買
い
と
っ
て
修
練
に
つ
と
め
、
さ
ら
に
そ
の
模
造
を
試

み
た
が
、
銃
底
部
を
塞
ぐ
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
翌
一
五
四
四
（
天
文

十
三
）
年
に
「
蛮
種
の

胡
」
が
ふ
た
た
び
種
子
島
に
来
航
し
、
銃
底
を
塞
ぐ
技
術

を
伝
授
し
た
た
め
、
一
年
あ
ま
り
で
数
十
挺
の
鉄
砲
を
製
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

と
い
う
の
で

20
あ
る
。
な
お
一
六
七
七
（
延
宝
五
）
年
に
編
纂
さ
れ
た
『
種
子
島
家
譜
』

に
も
、「
鉄
炮
記
」
と
ほ
ぼ
同
内
容
の
、
よ
り
簡
略
な
記
事
が
収
め
ら
れ
て

21
い
る
。

以
上
で
紹
介
し
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
を
め
ぐ
る
三
つ
の
基
本
史
料

の
要
点
を
整
理
し
た
の
が
、【
表
１
】
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

ａ
『
発
見
記
』
と

ｂ

「
報
告
書
」に
つ
い
て
は
、「
一
五
四
二
年
に
、
シ
ャ
ム
に
停
泊
し
て
い
た
デ
ィ
オ
ゴ
・

デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
の
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
ジ
ャ
ン
ク
で
中
国
沿
岸
に
向
か
う

途
中
で
暴
風
に
よ
り
漂
流
し
、未
知
の
土
地
を
発
見
し
た
」と
い
う
基
本
的
な
ス
ト
ー

リ
ー
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究
者
が
同
一
の
事
件
を
伝
え
た

記
事
だ
と
み
な
し
て
い
る
。
問
題
は

「
鉄
炮
記
」
も
ま
た
、

ａ
・

ｂ
と
同
じ

事
件
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
初
来
航
を
一
五
四
二
年
と
す
る
論
者

は
、

ａ
・

ｂ
・

は
す
べ
て
、
一
五
四
二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
へ
の

漂
着
と
い
う
同
一
事
件
を
伝
え
て
い
る
と
み
な
し
、
初
来
航
を
一
五
四
三
年
と
す
る

【表１】 ａ『発見記』・ ｂ「報告書」・ 「鉄炮記」の内容対照

史 料 名 年 次 到達地 ポルトガル人の名前 到達までの状況 到達地での行動 翌年の再来航

ａ

ガルヴァン

『発見記』

1542年
日本西方

北緯32度

ディオゴ・デ・フレイタス配下

アントニオ・ダ・モタ

フランシスコ・ゼイモト

アントニオ・ペショット

シャムからジャンク

でリャンポー（双嶼）

に向かう途中、暴風

により漂流

北緯三十二度で日

本を遠望

記載なし

ｂ

エスカランテ

「報告書

1542年

（推定)

レキオス

（琉球)

ディオゴ・デ・フレイタス配下

二人のポルトガル人

シャムからジャンク

で中国沿岸に向かう

途中、暴風により漂

着

シャムで交際した

レキオ人の仲介に

より、国王に厚遇

されて帰還

他のポルトガル人

がレキオに渡航す

るが、上陸を許さ

れず退去

文之玄昌

「鉄炮記

1543年

８月25日

種子島

西村浦

胡の長

牟良叔舎

喜利志多侘孟太

異形の船客百余人を

乗せて来航

明人の五峯も同乗

種子島時堯が船を

廻航し、牟良叔舎

らから鉄砲を購入

「 胡」が種子島に

再来航し、銃底の

塞ぎ方を伝授

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

四
七



論
者
は
、

ａ
・

ｂ
は
一
五
四
二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
へ
の
漂
着
、

は
一
五
四
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
へ
の

初
来
航
と
い
う
別
々
の
事
件
を
記
し
て
い
る
と

え
る
の
で
あ
る
。
次
節
で
は
あ
ら
た
め
て
両
説
の
論
点
を
整
理
し
て
、
再
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。

二

一
五
四
二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
漂
着

琉
球
か
日
本
か

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
を
一
五
四
二
年
と
す
る
論
者
が
、

ａ
『
発
見
記
』
と
、

「
鉄
炮
記
」
が
、
い
ず
れ
も
一
五
四

二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
漂
着
と
い
う
同
一
の
事
件
の
記
録
で
あ
る
と
想
定
す
る
も
っ
と
も
主
要
な
論
拠
は
、
両
者
に
現
れ

る
人
名
が
相
似
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

ａ
『
発
見
記
』
で
は
、
日
本
発
見
者
と
し
て
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
モ
タ
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ゼ
イ
モ
ト
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ペ
シ
ョ
ッ
ト
の
三
名
の
名
を
挙
げ
、

「
鉄
炮
記
」
で
は
、
種
子
島
に
来
航
し
た
「

胡
の

長
」
と
し
て
「
牟
良
叔
舎
」・「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
の
名
を
挙
げ
る
（
フ
リ
ガ
ナ
は
慶
安
二
年
版
『
南
浦
文
集
』
に
よ
る
）。
一
五
四

二
年
説
を
と
る
論
者
は
、「
牟
良
叔
舎
」
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
・
ゼ
イ
モ
ト
）
の
、「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
は
（
ア
ン
ト
ニ
オ
・
）
ダ
・

モ
タ
の
音
写
で
あ
る
と
み
な
す
の
で

22
あ
る
。
こ
の
う
ち
、「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
は
、
明
ら
か
に
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
ダ
・
モ
タ

（C
h
risto

v
a
o d
a M

o
ta

）
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
ダ
・
モ
タ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
特
に
珍
し
い
姓
で
は

23
な
く
、「
喜
利

志
多
侘
孟
太
」
と
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ダ
・
モ
タ
両
者
は
同
姓
の
別
人
で
あ
る
可
能
性
も

24
高
い
。
一
方
、「
牟
良
叔
舎
」
とF

ra
n
cisco

で

は
、
日
本
語
で
も
中
国
語
で
も
か
な
り
発
音
が

25
遠
く
、
そ
れ
を
た
だ
ち
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ゼ
イ
モ
ト
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。

一
方
で
、

ａ
『
発
見
記
』・

ｂ
「
報
告
書
」
と
、

「
鉄
炮
記
」
と
の
相
違
点
は
か
な
り
多
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
共
通
点
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
特
に

で
は
鉄
砲
伝
来
に
つ
い
て
詳
述
す
る
の
に
対
し
、

ａ
・

ｂ
で
は
そ
の
記
述
は
い
っ

さ
い
な
く
、

ａ
で
は
日
本
に
上
陸
し
た
か
ど
う
か
さ
え
も
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に

ａ
『
発
見
記
』
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
到
達

ポ
ル
ト
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地
を
種
子
島
が
位
置
す
る
北
緯
三
十
度
で
は
な
く
、
北
緯
三
十
二
度
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
周
辺
の
緯
度
に
つ
い
て
の
正
確

な
情
報
が
な
か
っ
た
た
め
の
誤
り
と
し
て
説
明
で
き
る
か
も
し
れ

26
な
い
。
し
か
し
一
方
、

ｂ
「
報
告
書
」
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の

漂
着
地
を
種
子
島
で
は
な
く
、
琉
球
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
五
四
二
年
説
を
と
る
論
者
は
、
当
時
の
琉
球
王

国
の
領
域
は
奄
美
諸
島
ま
で
及
ん
で
い
た
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
種
子
島
を
含
む
九
州
西
南
の
諸
島
を
、
漠
然
と
琉
球
と
認
識
し

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
説
明
し
て
い

27る
。
実
際
に
一
五
五
〇
年
代
以
前
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
作
成
し
た
地
図
で
は
、
日
本
が
レ
キ

オ
ス
の
一
部
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
と

28
い
う
。

し
か
し

ｂ
「
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
二
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
レ
キ
オ
ス
に
漂
着
し
た
際
に
、
シ
ャ
ム
で
知
り
あ
っ
た
レ
キ
オ

人
の
仲
介
に
よ
り
、
国
王
に
厚
遇
さ
れ
た
と
い
う
。
種
子
島
の
住
民
が
シ
ャ
ム
に
渡
航
し
た
と
は

え
ら
れ
ず
、
こ
の
レ
キ
オ
人
は

や
は
り
琉
球
王
国
か
ら
来
航
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
歴
代
宝
案
』
に
よ
れ
ば
、
琉
球
国
王
尚
清
は
、
一
五
四
〇
（
嘉

靖
十
九
）
年
と
翌
一
五
四
一
（
嘉
靖
二
十
）
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
隻
の
貿
易
船
を
シ
ャ
ム
に
派
遣
し
て

29
い
る
。
シ
ャ
ム
に
来
航
し
た

レ
キ
オ
人
の
ジ
ャ
ン
ク
と
は
、
上
記
の
貿
易
船
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い

30
な
い
。

さ
ら
に
フ
レ
イ
タ
ス
は
シ
ャ
ム
に
来
航
し
た
レ
キ
オ
人
に
つ
い
て
詳
し
く
叙
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
描
写
か
ら
も
彼
ら
が
種
子
島

で
は
な
く
琉
球
王
国
か
ら
来
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
フ
レ
イ
タ
ス
に
よ
れ
ば
、
レ
キ
オ
人
は「
非
常
に
器
量
良
し
で
、
色
白
で
」

あ
り
、「
彼
ら
の
商
品
は
金
と
銀
」で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
フ
レ
イ
タ
ス
は
、「
彼
ら
の
国
王
は
、
未
婚
者
と
か
、
子
供
づ
れ
、
財
産

を
持
っ
た
者
な
ど
が
そ
の
土
地
を
出
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
者
も
海
外
に
留
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

で
あ
る
」
と
も
述
べ
、
ま
た
「
レ
キ
オ
人
は
自
分
の
国
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
彼
（
フ
レ
イ
タ
ス
）
に
言
お
う
と
し
な
か
っ
た
」
と
も

伝
え
て
い
る
。
一
方
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
第
二
代
イ
ン
ド
総
督
と
し
て
、
一
五
一
一
年
に
マ
ラ
ッ
カ
を
占
領
し
た
ア
フ
ォ
ン
ソ
・
デ
・

ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
（A

fo
n
so d

e D
a
lb
o
q
u
erq

u
e

）
の
伝
記
（
一
五
五
七
年
刊
）
で
は
、
そ
の
こ
ろ
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
琉
球

人
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
か
れ
ら
の
国
は
島
で
、
同
地
か
ら
マ
ラ
カ
に
航
海
し
て
来
る
。
…
…
彼
ら
は
ま
た
煉
瓦
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

四
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形
を
し
た
黄
金
を
携
え
て
来
る
。
…
…
た
い
へ
ん
口
数
が
少
な
く
、
か
れ
ら
の
国
の
こ
と
を
だ
れ
に
も
話
さ
な
い
。
…
…
こ
の
ゴ
ー

レ
ス
人
の
国
は
琉
球
と
呼
ば
れ
る
。
か
れ
ら
は
色
が
白
い
。
…
…
か
れ
ら
は
短
い
期
間
に
仕
事
を
す
ま
せ
る
よ
う
に
努
力
し
、
誰
も

そ
の
土
地
に
留
ま
ろ
う
と
は
し
な

31い

。
こ
の
記
述
は
、
琉
球
人
が
色
白
で
黄
金
を
も
た
ら
す
こ
と
、
自
国
に
つ
い
て
語
ら
ず
、
海
外

に
留
ま
ろ
う
と
し
な
い
こ
と
な
ど
、
フ
レ
イ
タ
ス
の
情
報
と
非
常
に
よ
く
一
致
し
、
フ
レ
イ
タ
ス
が
シ
ャ
ム
で
交
流
し
た
レ
キ
オ
人

が
、
ま
さ
し
く
琉
球
王
国
か
ら
の
来
航
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た

ｂ
「
報
告
書
」
で
は
、
翌
年
に
も
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
レ
キ
オ
ス
に
渡
航
し
た
が
、
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
と
説
く
。
こ

れ
に
対
し

「
鉄
炮
記
」
で
は
、
翌
年
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
来
航
し
、
銃
底
を
塞
ぐ
技
術
を
伝
え
た
と
記
し
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
も
「
報
告
書
」
に
い
う
レ
キ
オ
ス
は
、
種
子
島
で
は
な
く
琉
球
王
国
を
指
す
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
二
度
目

に
琉
球
に
渡
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
理
由
も
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。す
な
わ
ち
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、

琉
球
で
は

州
の
密
貿
易
者
で
あ
る
陳
貴
ら
が
騒
乱
を
起
こ
し
、
そ
の
際
に
多
く
の
華
人
密
貿
易
者
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
明
朝
の
嘉
靖
帝
は
、
一
五
四
二
年
五
月
に
、
琉
球
が
今
後
も
密
貿
易
を
放
任
す
れ
ば
、「
即
ち
に
そ
の
朝
貢

を
絶
つ
」
と
い
う
厳
し
い
勅
旨
を
下
し
た
の
で

32
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
翌
年
に
琉
球
に
来
航
し
た
時
点
で
は
、
琉
球
は
こ
の
勅
旨

に
よ
り
、
華
人
商
人
と
の
私
貿
易
を
抑
制
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
時
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
華
人
海
商
の
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し

て
来
航
し
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
た
め
海
上
で
の
取
引
は
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、
上
陸
は
許
さ
れ
ず
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
と

え
ら
れ

る
の
で

33
あ
る
。

三

『
発
見
記
』・「
報
告
書
」・「
鉄
炮
記
」
の
史
料
批
判

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

ｂ
「
報
告
書
」
と

「
鉄
炮
記
」
の
内
容
を
信
じ
る
か
ぎ
り
、

ａ
『
発
見
記
』
が
説
く
よ
う
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

五
〇



ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
五
四
二
年
に
日
本
に
到
達
し
た
と

え
る
こ
と
は
難
し
い
。
換
言
す
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
五
四
二
年
に

種
子
島
に
漂
着
し
た
と

え
る
場
合
に
は
、

「
鉄
炮
記
」
が
、
一
五
四
二
年
の
種
子
島
漂
着
を
一
五
四
三
年
に
誤
り
、

ｂ
「
報

告
書
」
が
、
一
五
四
二
年
の
種
子
島
漂
着
を
琉
球
漂
着
と
改
変
し
て
記
録
し
た
、
と
い
う
二
つ
の
仮
説
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
わ

け
で
あ
る
。
逆
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
五
四
二
年
に
琉
球
に
漂
着
し
、
四
三
年
に
種
子
島
に
来
航
し
た
と
み
る
場
合
は
、

ａ
『
発

見
記
』
が
、
一
五
四
二
年
の
琉
球
漂
着
を
日
本
漂
着
と
誤
記
し
た
と

え
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
両
説
の
当
否
を
判
断
す
る

た
め
に
は
、
三
つ
の
基
本
文
献
の
史
料
的
信
頼
性
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

（
１

『
発
見
記
』
の
日
本
発
見
記
事

ま
ず

ａ
『
発
見
記
』
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
著
者
で
あ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ァ

ン
は
、
テ
ル
テ
ナ
島
の
司
令
官
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
進
出
の
最
前
線
に
い
た
人
物
で
あ
り
、
彼
が
ア
ジ
ア
海
域
に
い
た

時
代
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
、
自
身
の
経
験
や
現
地
で
の
情
報
に
基
づ
く
叙
述
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
は
一
五
四
一

年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
国
し
て
お
り
、『
発
見
記
』の
記
事
の
多
く
は
、
彼
が
リ
ス
ボ
ン
に
お
い
て
得
た
先
行
文
献
や
、
間
接
的
な
伝

聞
に
基
づ
い
て
い
る
と

え
ら

34
れ
る
。

『
発
見
記
』
に
お
け
る
日
本
「
発
見
」
の
記
事
も
、

ｂ
「
報
告
書
」
や

「
鉄
炮
記
」
に
く
ら
べ
て
き
わ
め
て
簡
略
で
あ
り
、
日

本
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
は
何
も
な
く
、
そ
れ
が
古
く
か
ら
黄
金
の
国
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
パ
ン
ガ
ス
（
ジ
パ
ン
グ
）
で
あ
る
と

述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
記
事
の
直
後
に
は
、
や
は
り
一
五
四
二
年
に
、
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
沿
海
で

日
本
ま
た
は
中
国
か
ら
来
航
し
た
船
に
遭
遇
し
た
と
い
う
、
と
う
て
い
信
じ
が
た
い
記
事
が
続
い
て

35
い
る
。『
発
見
記
』に
お
け
る
一

四
四
〇
年
代
の
記
事
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
信
憑
性
の
低
い
記
述
が
含
ま
れ
て

36
い
る
。『
発
見
記
』
の
成
立
年
代
は
た
し
か
に
「
鉄
炮

記
」
よ
り
早
い
も
の
の
、
記
述
の
精
度
や
具
体
性
、
当
事
者
と
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
は
「
鉄
炮
記
」
と
比
べ
て
か
な
り
遜
色
が

あ
り
、
そ
の
史
料
的
信
頼
性
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
お
け
る
事
績
を
詳
述
し
た
生

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

五
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田
滋
氏
も
、
彼
の
『
発
見
記
』
に
つ
い
て
は
、「
大
航
海
時
代
の
歴
史
的
事
実
を
知
る
た
め
の
史
料
と
し
て
は
価
値
が
な
い
」
と
評
価

し
て

37
い
る
。

な
お
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
コ
ウ
ト
（D

io
g
o d

o C
o
u
to

）
の
『
ア
ジ
ア
史
』（D

ecad
as d

a
 
asia

）
第
五
編
（
一
六
一
二
年
刊
）

に
も
、『
発
見
記
』と
同
じ
三
名
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
一
五
四
二
年
に
シ
ャ
ム
か
ら

州
に
向
か
う
途
中
で
暴
風
雨
に
よ
り
日
本
に

漂
着
し
た
と
い
う
記
事
が

38
あ
る
。
コ
ウ
ト
『
ア
ジ
ア
史
』
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
進
出
に
関
す
る
公
式
の
年
代
記
の
一
つ
で
あ

る
が
、
生
田
滋
氏
は
、
コ
ウ
ト
『
ア
ジ
ア
史
』
は
「
実
際
に
は
閲
読
可
能
で
あ
っ
た
ご
く
僅
か
の
史
料
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
叙

述
に
は
不
満
が
残
る
」
と
も
評
価
し
て

39
い
る
。
ま
た
岡
本
良
知
氏
は
、
コ
ウ
ト
の
伝
え
る
日
本
発
見
記
事
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
漂

流
の
様
子
を
詳
述
し
な
が
ら
、
漂
着
地
を
明
示
せ
ず
、
日
本
に
関
す
る
具
体
的
な
情
報
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、『
発
見
記
』を
敷
衍
し

た
叙
述
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て

40
い
る
。
な
お
一
六
三
四
年
に
完
成
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
（Jo

a
o R

o
d
rig
u
es

）『
日
本

教
会
史
』

H
istoria d

a Igreja d
o Japao

で
は
、
さ
ら
に
『
発
見
記
』
の
記
事
を
種
子
島
へ
の
鉄
炮
伝
来
と
結
び
つ

41
け
て
、
一

五
四
二
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
漂
着
し
た
と
説
い
た
の
で
あ
る
。

（
２

報
告
書
」
の
琉
球
漂
着
記
事

ａ
『
発
見
記
』
の
日
本
発
見
記
事
が
、
リ
ス
ボ
ン
で
間
接
的
な
伝
聞
に
よ
り
記
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
の
に
対
し
、

ｂ
「
報
告
書
」
は
、
現
地
で
当
事
者
か
ら
直
接
に
聞
い
た
情
報
に
よ
る
、
は
る
か
に
根
本
的
な
一
次
史
料

で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
一
方
、「
報
告
書
」は
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
が
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
優
先
権
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
競
合

す
る
状
況
下
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
フ
レ
イ
タ
ス
が
ス
ペ
イ
ン
人
の
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
伝
え
た
情
報
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
一
五
四

二
年
説
を
と
る
論
者
は
、
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
が
意
図
的
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
を
隠
匿
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま

り
フ
レ
イ
タ
ス
は
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
を
発
見
し
た
こ
と
を
伝
え
た
が
、
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

が
新
た
に
発
見
し
た
日
本
に
対
し
て
優
先
権
を
得
る
こ
と
を
恐
れ
、
メ
キ
シ
コ
副
王
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
と
い
う
情
報

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
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五
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を
隠
し
、
琉
球
発
見
と
改
変
し
て
報
告
し
た
と
推
定
す
る
の
で

42
あ
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
に

え
た
場
合
、
な
ぜ
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
は
隠
し
な
が
ら
、
あ
え
て
琉
球
発
見
に

つ
い
て
は
報
告
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
ま
た
こ
の
「
報
告
書
」
は
、
メ
キ
シ
コ
副
王
へ
の
内
部
報
告
書
で
あ
り
、『
発
見

記
』
の
よ
う
な
公
開
を
前
提
と
し
た
著
作
で
は
な
い
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
は
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
が
ア
ジ
ア
で
得
た
情
報
を
、
副
王
に

対
し
て
正
確
に
報
告
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
あ
え
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
発
見
を
隠
匿
す
る
必
然
性
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
的
場
節
子
氏
が
紹
介
す
る
、
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
の
弟
で
、
テ
ル
テ
ナ
島
司
令
官
で
あ
っ
た

ジ
ョ
ル
ダ
ン
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
が
、
一
五
四
五
年
二
月
付
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
に
送
っ
た
書
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
ジ
ョ
ル
ダ
ン
は

こ
の
書
簡
で
、
テ
ィ
ド
レ
島
に
い
る
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
が
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
方
面
に
北
上
し
て
中
国
や
琉
球
と
の
交
易
を
試
み
る
こ

と
に
、
強
い
懸
念
を
示
し
て
い
る
が
、
日
本
に
つ
い
て
は
な
ん
ら
言
及
し
て
い

43
な
い
。
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
が
琉
球

と
通
商
を
行
う
こ
と
を
危
惧
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
兄
の
デ
ィ
オ
ゴ
が
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
漂
着
に
つ
い

て
語
っ
た
意
図
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
す
で
に
琉
球
を
発
見
し
、
通
商
を
行
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
見
て
ま
ち
が
い

な
い
。
ま
た
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
こ
の
書
簡
で
日
本
に
つ
い
て
な
ん
ら
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
時
点
で
フ
レ
イ
タ
ス
兄
弟
が
日
本

発
見
の
情
報
を
得
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
は
一
四
九
三
年
の
ト
ル
デ
シ
リ
ャ
ス
条
約
に
よ
っ
て
、
大
西
洋
上
で
勢
力
圏
を
東
西

に
二
分
割
し
た
が（
デ
マ
ル
カ
シ
オ
ン
）、
そ
の
後
も
ア
ジ
ア
東
部
に
お
け
る
両
国
の
勢
力
圏
は
不
明
確
で
あ
っ
た
。
特
に
香
辛
料
の

大
産
地
で
あ
る
モ
ル
ッ
カ
諸
島
の
帰
属
は
大
問
題
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
が
一
五
二
〇
年
に
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊
を
派
遣
し
た
最
大
の
目
的

も
、
新
大
陸
経
由
の
西
回
り
で
モ
ル
ッ
カ
諸
島
に
到
達
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
五
二
九
年
の
サ
ラ
ゴ
サ
条
約
に
よ
っ
て
、
モ
ル
ッ

カ
諸
島
の
領
有
権
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
ア
ジ
ア
海
域
東
部
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
や
琉
球
の
帰

ポ
ル
ト
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ル
人
日
本
初
来
航
再
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属
は
未
確
定
で
あ

44
っ
た
。

特
に
琉
球
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
現
れ
た
当
初
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。
ト
メ
・
ピ
レ
ス
（T

o
m
e
P
ires

）

が
『
東
方
諸
国
記
』（
一
五
一
五
年
以
前
に
完
成
）
に
お
い
て
、
マ
ラ
ッ
カ
に
来
航
し
て
い
た
琉
球
人
に
つ
い
て
詳
述
し
た
こ
と
を
筆

45
頭
に
、
一
五
一
六
年
こ
ろ
執
筆
さ
れ
た
『
ド
ゥ
ア
ル
テ
・
バ
ル
ボ
ザ
の

46書
』、
お
よ
び
前
節
で
紹
介
し
た
『
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
伝
』
な
ど

も
、
マ
ラ
ッ
カ
の
琉
球
人
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
で
は
、
い
ず
れ
も
琉
球
人
が
正
直
で
富
裕
な
商
人
で
あ

り
、マ
ラ
ッ
カ
に
黄
金
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
商
品
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
る
。一
五
一
一
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
マ
ラ
ッ

カ
を
占
領
し
て
か
ら
、
琉
球
人
の
来
航
は
と
だ
え
た
が
、
そ
の
後
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
ア
ユ
タ
ヤ
・
パ
タ
ニ
・
広
州
湾
な
ど
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
諸
港
に
し
ば
し
ば
来
航
し
て
い
た
琉
球
人
と
接
触
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
五
一
七
年
に
広
州
湾
に
来
航
し
た
フ
ェ
ル

ナ
ン
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
（F
ern

a
o P

eres d
e A

n
d
ra
d
e

）
も
、
広
州
に
お
い
て
琉
球
人
に
遭
遇
し
、
琉
球
と
の
交

易
を
開
く
た
め
に
一
艘
の
船
を
派
遣
し
て
い
る
。
こ
の
船
は

州
ま
で
北
上
し
た
が
、
琉
球
へ
渡
る
季
節
風
を
逃
し
、
広
州
湾
に
引

き
返

47
し
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
人
に
つ
い
て
は
、『
東
方
諸
国
記
』に
も
ご
く
漠
然
と
し
た
記
述
し
か

48
な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
や
広
州
湾

に
お
い
て
接
触
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
。

一
五
四
二
年
に
メ
キ
シ
コ
副
王
が
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
を
派
遣
し
た
目
的
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
領
有
だ
け
で
は
な
く
、
中
国

や
琉
球
と
の
通
交
を
開
く
こ
と
に
あ
っ
た
。
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
も
（
お
そ
ら
く
帰
国
後
に
）
ポ
ル
ト
ガ
ル
女
王
に
送
っ
た

書
簡
に
お
い
て
、
メ
キ
シ
コ
副
王
が
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
を
派
遣
し
て
、
中
国
・
琉
球
・
モ
ル
ッ
カ
へ
の
到
達
を
め
ざ
し
て
い
る
と

述
べ
て

49
い
る
。
さ
ら
に
一
五
四
四
年
十
二
月
に
テ
ル
テ
ナ
島
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
国
王
に
送
っ
た
書
簡
で
も
、
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊

か
ら
脱
走
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
船
員
の
証
言
と
し
て
、
艦
隊
の
乗
組
員
の
間
で
は
「
チ
ナ
と
レ
キ
オ
ス
を
発
見
す
る
こ
と
し
か
話
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
伝
え
て

50
い
る
。
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
の
重
要
な
目
的
の
一
つ
は
、
琉
球
を
発
見
し
通
交
を
開
く
こ
と
だ
っ
た

の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
は
、
こ
の
艦
隊
の
幹
部
で
あ
っ
た
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
、
す
で
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

五
四



が
琉
球
を
発
見
し
、
優
先
的
な
通
交
権
を
持
つ
こ
と
を
伝
え
た
の
で
あ
る
。

デ
ィ
オ
ゴ
・
デ
・
フ
レ
イ
タ
ス
が
日
本
発
見
情
報
を
知
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
は
琉
球
発
見
と
し
て
語
っ
た
、
あ

る
い
は
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
が
フ
レ
イ
タ
ス
か
ら
日
本
発
見
情
報
を
聞
い
た
が
、
そ
れ
を
メ
キ
シ
コ
副
王
に
は
琉
球
発
見
と
し
て
伝
え
た

と
す
れ
ば
、
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
琉
球
に
漂
着
し
、
シ
ャ
ム
で
知
り
あ
っ
た
琉
球
人
の
仲
介
で
厚
遇
さ
れ
た
と
い

う
、「
報
告
書
」の
内
容
自
体
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
、
フ
レ
イ
タ
ス
は
一
五
四
四
年
末

に
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
と
会
談
し
た
際
に
、
一
五
四
二
年
に
彼
の
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
琉
球
に
漂
着
し
た
こ
と
は
語
っ

51
た
が
、
四
三

年
に
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
到
達
し
た
情
報
は
得
て
お
ら
ず
、
当
然
そ
れ
を
語
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と

え
る
方
が
自
然

で
あ
ろ
う
。

鉄
炮
記
」に
よ
れ
ば
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
一
五
四
三
年
の
新
暦
九
月
二
十
三
日
に
種
子
島
に
来
航
し
て
お
り
、
翌
春
の
東
北
風
に

よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
帰
帆
し
た
と
思
わ
れ
る
。
か
り
に
種
子
島
を
三
月
ご
ろ
に
出
帆
し
て
シ
ャ
ム
方
面
に
直
帰
し
た
と
す
れ

ば
、
シ
ャ
ム
方
面
に
到
着
す
る
の
は
四
月
〜
五
月
ご
ろ
に
な
る
。
一
方
フ
レ
イ
タ
ス
兄
弟
は
、
一
五
四
四
年
二
月
に
は
シ
ャ
ム
を
離

れ
、
マ
ラ
ッ
カ
経
由
で
テ
ル
テ
ナ
島
に
向
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
て

52
い
る
。
こ
の
よ
う
に
想
定
す
る
と
、
フ
レ
イ
タ
ス
兄
弟
は
種
子
島

か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
帰
港
す
る
前
に
シ
ャ
ム
を
離
れ
、
日
本
発
見
の
情
報
に
接
し
て
い
な
か
っ
た
と

え
ら
れ
る
の
で

53
あ
る
。

（
３

鉄
炮
記
」
の
種
子
島
来
航
記
事

最
後
に
「
鉄
炮
記
」
の
史
料
的
信
頼
性
に
つ
い
て

え
て
み
よ
う
。
一
六
〇
六
年
に
執
筆

さ
れ
た
「
鉄
炮
記
」
は
、
た
し
か
に
一
五
五
〇
年
代
の
著
作
で
あ
る
『
発
見
記
』
と
く
ら
べ
て
、
同
時
代
的
な
史
料
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
内
容
的
に
み
る
と
、『
発
見
記
』で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
に
上
陸
し
た
か
ど
う
か
さ
え
不
明
な
の
に
対
し
、「
鉄
炮
記
」の

記
述
は
は
る
か
に
具
体
的
で
詳
細
で
あ
る
。
南
浦
文
之
が
種
子
島
久
時
の
依
頼
で
「
鉄
炮
記
」
を
代
筆
す
る
に
あ
た
り
、
種
子
島
家

か
ら
鉄
砲
伝
来
に
関
す
る
旧
記
類
を
提
供
さ
れ
た
可
能
性
も
高
く
、
ま
た
種
子
島
久
時
自
身
も
、
父
の
時
堯
な
ど
か
ら
、
鉄
砲
伝
来

ポ
ル
ト
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日
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の
状
況
を
よ
く
聞
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。「
鉄
炮
記
」
は
『
発
見
記
』
に
く
ら
べ
、
同
時
代
性
に
つ
い
て
は
遜
色
が
あ
る
と
は
い
え
、

『
発
見
記
』が
リ
ス
ボ
ン
で
間
接
的
伝
聞
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
現
地
に
お
い
て
当
事
者
で
あ
っ
た
種
子
島
家

か
ら
の
情
報
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
よ
り
高
い
信
頼
性
を
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
清
水
紘
一
氏
は
、
南
浦
文
之
が
「
鉄
炮
記
」
を
執
筆
し
た
当
時
、
種
子
島
家
の
重
要
文
書
は
同
族
の
有
力
者
が
管
理

し
て
お
り
、
文
之
は
関
係
文
書
を
十
分
に
吟
味
で
き
ず
、
主
と
し
て
種
子
島
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
一
老
人
が
私
的
な
立
場
で
記
し
た

「
老
人
記
録
」に
基
づ
い
て
、
史
実
混
錯
の
ま
ま
鉄
砲
伝
来
の
過
程
を
叙
述
し
た
と
推
測
し
て

54
い
る
。
し
か
し
こ
の
推
論
は
首
肯
し
が

た
い
。
ま
ず
「
老
人
記
録
」
な
る
原
史
料
を
仮
定
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ

55
る
し
、「
鉄
炮
記
」
執
筆
時
に
、
一
族
の
有
力
者
が
種

子
島
家
の
諸
記
録
を
す
べ
て
掌
握
し
、
種
子
島
久
時
の
も
と
に
は
ほ
と
ん
ど
旧
記
類
が
な
か
っ
た
と
も

え
が
た
い
か
ら
で

56
あ
る
。

さ
ら
に
「
鉄
炮
記
」
の
信
頼
性
を
裏
づ
け
る
史
料
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
冒
険
商
人
で
あ
っ
た
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
メ
ン
デ
ス
・
ピ

ン
ト
（F

ern
a
o M

en
d
ez P

in
to

）
の
『
東
洋
遍
歴
記
』（P

eregrin
açao

、
以
下
『
遍
歴
記
』
と
略
称
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。『
遍
歴
記
』は
ピ
ン
ト
の
自
伝
的
な
冒
険
旅
行
記
で
あ
る
が
、
事
実
と
創
作
が
混
交
し
、
記
述
の
誇
張
や
混
乱
も
多
く
、
史
料
と

し
て
は
厄
介
で
あ
る
。
ピ
ン
ト
は
自
分
が
日
本
を
発
見
し
た
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
一
人
で
あ
っ
た
と
語
る
の
だ
が
、
実
際
に
は

一
五
四
一
年
か
ら
四
三
年
ま
で
、
彼
は
ビ
ル
マ
に
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ピ
ン
ト
は
一
五
四
四
年
に
は
実
際
に
日
本
に
渡
航
し

た
と
思
わ
れ
、
当
時
の
航
路
か
ら
見
て
種
子
島
を
訪
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
彼
は
こ
の
日
本
滞
在
の
際
に
前
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
初

来
航
の
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
『
遍
歴
記
』
に
取
り
い
れ
た
の
で
あ

57
ろ
う
。

『
遍
歴
記
』
で
は
、
種
子
島
に
初
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ピ
ン
ト
自
身
と
デ
ィ
オ
ゴ
・
ゼ
イ
モ
ト
、
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
ボ

ラ
リ
ョ
の
三
人
で
あ
る
と
す
る
。
彼
ら
は
暴
風
雨
に
よ
り
種
子
島
に
漂
着
し
、
島
の
前
面
に
投
錨
し
て
交
易
の
希
望
を
告
げ
、
曳
舟

に
導
か
れ
て
大
き
な
集
落
の
あ
る
港
に
入
っ
た
。
す
る
と
種
子
島
の
領
主
ナ
ウ
ト
キ
ン
が
到
来
し
、
商
品
を
交
易
し
歓
待
し
た
。
さ

ら
に
ナ
ウ
ト
キ
ン
は
ゼ
イ
モ
ト
が
鉄
砲
で
狩
猟
を
す
る
の
を
見
て
、
強
い
関
心
を
示
し
た
の
で
、
ゼ
イ
モ
ト
は
ナ
ウ
ト
キ
ン
に
鉄
砲

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
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を
贈
り
、
そ
の
製
法
を
伝
授
し
た
。
ナ
ウ
ト
キ
ン
は
鉄
砲
の
練
習
に
励
む
と
と
も
に
、
家
臣
に
そ
れ
を
模
造
さ
せ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

が
五
か
月
半
後
に
種
子
島
を
出
航
す
る
ま
で
に
、
六
百
挺
以
上
の
鉄
砲
が
造
ら
れ
た
と

58
い
う
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
「
鉄
炮
記
」
の

叙
述
と
驚
く
ほ
ど
共
通
し
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
ク
が
着
岸
し
た
「
島
の
前
面
」
と
は
種
子
島
南
端
の
西
之
村
で
あ
ろ
う
し
、
そ
こ
か
ら

曳
舟
で
廻
航
さ
れ
た
「
大
き
な
集
落
の
あ
る
港
」
と
は
、
種
子
島
氏
の
居
城
が
あ
っ
た
赤
尾
木
港
で
あ
ろ
う
。
ナ
ウ
ト
キ
ン
と
は
、

種
子
島
時
堯
の
初
名
で
あ
る
「
直
時
」
を
指
す
と

え
ら

59
れ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
鉄
砲
を
使
用
す
る
の
を
見
て
、
時
堯
（
直
時
）

が
鉄
砲
を
入
手
し
、
そ
れ
を
家
臣
に
模
造
さ
せ
た
と
い
う
記
述
も
、「
鉄
炮
記
」と
み
ご
と
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
五
か
月
半
の

間
に
六
百
挺
も
の
鉄
砲
が
造
ら
れ
た
と
い
う
の
は
誇
張
も
著
し
く
、
実
際
に
数
十
挺
の
鉄
砲
が
完
成
し
た
の
は
一
五
四
五
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

『
遍
歴
記
』は
ピ
ン
ト
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
帰
国
後
、
一
五
七
八
年
ご
ろ
ま
で
に
執
筆
さ
れ
、
一
六
一
四
年
に
出
版
さ

60
れ
た
。
十
六
世

紀
後
半
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
書
か
れ
た
『
遍
歴
記
』
と
、
十
七
世
紀
初
頭
に
薩
摩
で
執
筆
さ
れ
た
「
鉄
炮
記
」
の
記
述
が
大
筋
で
一
致

す
る
こ
と
は
、
双
方
の
鉄
砲
伝
来
に
関
す
る
記
事
が
、
お
お
む
ね
事
実
を
ふ
ま
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。「
鉄
炮
記
」が
後

世
の
文
献
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
史
料
価
値
を
過
小
評
価
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ

61
ろ
う
。

要
す
る
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
を
一
五
四
二
年
と
す
る
場
合
は
、

「
鉄
炮
記
」
が
そ
の
年
次
を
誤
記
し
、
か
つ

ｂ

「
報
告
書
」が
、
意
図
的
に
日
本
発
見
を
琉
球
発
見
と
改
変
し
た
と
仮
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
の
仮
説
も
説
得
的
と
は
い
え

な
い
。
こ
れ
に
対
し
初
来
航
を
一
五
四
三
年
と
す
る
場
合
、

ａ
『
発
見
記
』
が
一
五
四
二
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
レ
キ
オ
ス
漂
着

を
、
誤
っ
て
日
本
発
見
と
記
し
た
と

え
れ
ば
、
他
の
問
題
は
す
べ
て
整
合
的
に
解
釈
で
き
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
立
場
で

62
あ
る
。
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四

種
子
島
来
航
南
蛮
船
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
航
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
次
を
め
ぐ
っ
て
現
在
ま
で
論
争
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
、
特

に
村
井
章
介
氏
の
研
究
を
契
機
と

63
し
て
、
種
子
島
へ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
来
航
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
地
理
的
発
見
の
一
環
と
い

う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
華
人
通
商
網
の
拡
大
と
い
う
文
脈
か
ら
と
ら
え
る
と
い
う
方
向
性
は
、
多

く
の
論

に
お
い
て
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
本
節
で
も
こ
う
し
た
見
解
を
ふ
ま
え
て
、
お
も
に
「
鉄
炮
記
」
の
記
述
を
通
じ
て
、
種

子
島
に
来
航
し
た
南
蛮
船
の
実
態
に
つ
い
て
再

し
て
み
た
い
。
た
だ
し
「
鉄
炮
記
」
は
大
筋
と
し
て
は
信
頼
し
う
る
記
録
で
あ
る

と
し
て
も
、
細
部
の
表
現
に
は
文
之
玄
昌
に
よ
る
文
飾
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

64
あ
る
。
こ
の
た
め
「
鉄
炮
記
」
の
叙
述
だ
け
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
初
来
航
の
状
況
を
論
じ
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
本
節
で
は
「
鉄
炮
記
」
の
記
事
を
中
心
に
、
関
連
す
る
史
料
や
文
献

を
参
照
し
て
、
そ
の
実
像
に
つ
い
て
一
応
の

察
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１

来
航
船
の
船
種

種
子
島
に
来
航
し
た
南
蛮
船
の
船
種
に
つ
い
て
は
、「
鉄
炮
記
」
に
は
単
に
「
一
大
船
」
と
記
す
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
が
中
国
式
の
ジ
ャ
ン
ク
で
あ
っ
た
か
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
式
の
カ
ラ
ヴ
ェ
ル
船
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
一
方
『
遍
歴
記
』
で

は
、
ピ
ン
ト
た
ち
は
華
人
海
賊
の
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
種
子
島
に
漂
着
し
た
と
す
る
。『
遍
歴
記
』の
記
述
の
真
偽
は
と
も
か
く
、

一
五
四
〇
年
代
に
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
多
く
が
、
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
五

四
四
年
に
南
九
州
に
来
航
し
た
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
（P

ero D
iez

）
な
ど
の
ポ
ル
ト
ガ

65
ル
人
、
一
五
四
五
年
ご
ろ
豊
後
に
来
航
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
商
人
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
デ
・
フ
ァ
リ
ャ
（Jo

rg
e d
e F
a
ria

66

、
そ
し
て
一
五
四
九
年
に
来
日
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
は
、
い
ず
れ
も
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
渡
来
し
て

67
い
る
。
そ
の
一
方
、
一
五
四
六
年
に
薩
摩
に
来
航
し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
（Jo

rg
e A

lv
a
res

）
や
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
メ
ネ
ゼ
ス
（F

ern
a
n
d
o M

en
eses

）
の
よ
う
に
、
み
ず
か
ら
が
船
長

ポ
ル
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ル
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日
本
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と
し
て
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
も
あ

68
っ
た
。た
だ
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
が
船
長
で
あ
っ
た
場
合
も
、そ
の
船
は
ジ
ャ
ン
ク
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。

一
五
四
三
年
に
種
子
島
に
到
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
そ
れ
が
日
本
へ
の
初
来
航
で
あ
っ
た
こ
と
を

え
れ
ば
、
す
で
に
九
州

方
面
へ
の
渡
航
の
経
験
が
あ
る
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。
一
五
三
〇
年
代
に
石
見
銀
山
な
ど
の
日
本
銀
生

産
が
急
増
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
一
五
四
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
華
人
密
貿
易
者
が
積
極
的
に
九
州
に
渡
航
を
は
じ
め
て

69
い
た
。『
種
子

島
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
一
五
四
〇
（
天
文
九
）
年
六
月
に
は
、
唐
船
が
種
子
島
の
竹
崎
浦
に
来
航
し
て

70
お
り
、
翌
四
一
年
に
は
豊
後
、

四
二
年
に
は
豊
前
や
平
戸
に
も
唐
船
が
来
航
し
、
四
三
年
に
は
日
向
に
十
七
艘
、
豊
後
で
も
五
艘
の
唐
船
が
来
航
し
た
と

71
い
う
。
一

五
四
三
年
の
時
点
で
、
華
人
海
商
は
す
で
に
九
州
方
面
へ
の
航
路
を
十
分
に
把
握
し
て
お
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
彼
ら
の
ジ
ャ
ン
ク

船
に
便
乗
し
て
来
日
し
た
と

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
２

来
航
の
状
況
と
航
路

こ
れ
ま
で
通
説
的
に
は
、『
発
見
記
』の
記
事
に
基
づ
き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
乗
っ
た
南
蛮
船
は
暴
風

に
よ
り
種
子
島
に
漂
着
し
た
と

え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
『
発
見
記
』
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
来
航
を
伝
え
た
記
事
で
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
の
通
説
に
も
再
検
討
が
必
要
と
な
る
。「
鉄
炮
記
」で
は
、「
我
が
西
村
の
小
浦
に
一
大
船
あ
り
、
何
れ
の
国
よ
り
来
る

か
を
知
ら
ず
」
と
記
す
だ
け
で
、
暴
風
に
よ
る
漂
着
を
う
か
が
わ
せ
る
描
写
は
な
い
。
現
時
点
で
は
最
初
か
ら
種
子
島
を
め
ざ
し
て

来
航
し
た
の
か
、
暴
風
に
よ
り
漂
着
し
た
の
か
確
定
は
で
き
な
い
が
、「
鉄
炮
記
」の
記
述
に
よ
る
か
ぎ
り
、
漂
着
で
は
な
く
、
当
初

か
ら
南
九
州
方
面
を
め
ざ
し
て
来
航
し
た
可
能
性
も

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

初
期
に
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
一
般
に
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ャ
ム
方
面
か
ら
中
国
沿
岸
を
経
由
し
て
九
州
に
来
航
し
て
い
る
。

ピ
ン
ト
『
遍
歴
記
』
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
コ
ー
チ
シ
ナ
（
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
中
南
部
）
か
ら
、
広
州
湾
沖
の
上
川
島
・
浪
白
澳
に
寄

港
し
、
さ
ら
に
華
人
ジ
ャ
ン
ク
で

州
に
向
か
う
途
中
で
海
賊
に
襲
わ
れ
、
さ
ら
に
暴
風
に
よ
り
種
子
島
に
漂
着
し
た
と
述
べ
て
い
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る
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
自
体
を
た
だ
ち
に
信
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
広
州
湾
・

州
湾
を
経
由
し
て
、
東
シ

ナ
海
を
北
上
す
る
と
い
う
の
が
、
日
本
方
面
に
渡
航
す
る
一
般
的
な
航
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

72
ろ
う
。
一
五
四
九
年
に
ザ
ビ

エ
ル
が
日
本
に
渡
航
し
た
際
も
、
六
月
二
十
四
日
に
華
人
ジ
ャ
ン
ク
で
マ
ラ
ッ
カ
を
出
帆
し
、
七
月
末
に
上
川
島
に
寄
港
し
て
、

州
近
海
を
通
り
、
八
月
十
五
日
に
鹿
児
島
に
到
着
し
て

73
い
る
。

お
そ
ら
く
一
五
四
三
年
に
種
子
島
に
来
航
し
た
ジ
ャ
ン
ク
も
、
広
州
湾
・

州
湾
附
近
を
経
て
、
東
シ
ナ
海
を
直
行
す
る
か
、
あ

る
い
は
琉
球
諸
島
・
奄
美
諸
島
を
経
由
し
て
、
黒
潮
に
の
っ
て
北
上
し
、
種
子
島
に
来
航
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
着
岸
地
が
種
子
島
南

端
の
西
之
村
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
般
に
中
国
沿
岸
か
ら
日
本
へ
出
帆
す
る
に
は
、
端
午
（
新
暦
六
月

初
旬
）
か
ら
中
秋
（
新
暦
九
月
中
旬
）
ま
で
の
西
南
風
を
利
用

74
す
る
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ク
が
東
シ
ナ
海
を
直
行
し
て
種
子
島
に
渡
っ
た

と
す
れ
ば
、
九
月
初
旬
ご
ろ
に
中
国
沿
岸
を
出
帆
し
て
、
九
月
二
十
三
日
に
種
子
島
に
到
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
３

五
峯
と
王
直

鉄
炮
記
」
に
よ
れ
ば
、
南
蛮
船
の
乗
員
の
な
か
に
「
大
明
の
儒
生
一
人
、
五
峯
と
名
の
る
者
」
が
あ
り
、
彼

が
砂
上
で
西
村
織
部
丞
と
筆
談
し
、
こ
の
船
が
「
西
南
蛮
種
の

胡
」
の
貿
易
船
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
と
い
う
。「
五
峯
」
と
は
、

後
期
倭
寇
の
大
立
者
と
し
て
知
ら
れ
る
王
直
の
号
で
あ
る
。
文
之
玄
昌
が
「
鉄
炮
記
」
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
日
本
で
も
華
人
海
商

の
代
名
詞
的
存
在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
「
五
峯
」
の
名
を
拝
借
し
た
と
い
う
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
村
井

章
介
氏
も
指
摘
す
る
よ

75
う
に
、
一
五
四
〇
年
代
前
半
の
王
直
の
活
動
か
ら
見
て
、
こ
の
「
五
峯
」
が
実
際
に
王
直
で
あ
っ
た
と
し
て

も
不
思
議
で
は
な
い
。
鄭
若
曽
『
籌
海
図
編
』
は
当
時
の
王
直
の
活
動
に
つ
い
て
、「
嘉
靖
十
九
年
、
時
に
海
禁
な
お
弛
し
。（
王
）
直

は
葉
宗
満
と
広
東
に
之
き
、
巨
艦
を
造
り
、
硝
黄
・
絲
綿
等
の
違
禁
物
を
携
帯
し
、
日
本
・
暹
羅
・
西
洋
等
の
国
に
抵
り
、
往
来
互

市
す
る
こ
と
五
・
六
年
、
致
富
す
る
こ
と

ら
れ
ず
。
島
人
大
い
に
こ
れ
に
信
服
し
、
称
し
て
五
峰
船
主
と
な
す
」
と
伝
え
て

76
い
る
。

つ
ま
り
王
直
は
一
五
四
〇
（
嘉
靖
十
九
）
年
こ
ろ
か
ら
五
〜
六
年
に
わ
た
り
、
広
東
と
日
本
・
シ
ャ
ム
・
西
洋
（
東
南
ア
ジ
ア
中
西
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部
）
を
結
ぶ
密
貿
易
に
従
事
し
て
巨
万
の
富
を
築
き
、「
五
峰
船
主
」
と
通
称
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
王

直
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
港
市
で
接
触
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
彼
の
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
さ
せ
、
種
子
島
に
来
航
し
た
可
能
性
は
十
分
に
想

定
で
き
る
。

ま
た
王
直
は
「
五
峰
船
主
」
と
通
称
さ
れ
た
と
い
う
が
、「
船
主
」
と
は
「
舶
主
」
と
同
じ
く
、
船
舶
の
所
有
者
と
船
長
の
両
方
の

意
味
が
あ
り
、
船
舶
の
所
有
者
が
船
長
を
兼
ね
る
こ
と
も
あ

77
っ
た
。
ま
た
王
直
は
「
巨
艦
を
造
り
」
と
も
あ
る
の
で
、
王
直
は
大
型

ジ
ャ
ン
ク
の
所
有
者
兼
船
長
で
あ
っ
た
と
も

え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
一
五
四
三
年
に
種
子
島
に
来
航
し
た
「
一
大
船
」
も
、
王

直
自
身
が
所
有
し
、
か
つ
船
長
で
あ
っ
た
ジ
ャ
ン
ク
船
だ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
王
直
は
、
翌
一
五
四
四
（
嘉
靖
二
十
三
）
年
に
は
双
嶼
の
密
貿
易
集
団
に
投
じ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
に
は
大
友
氏
が
派

遣
し
た
遣
明
船
の
二
号
船
が
、
種
子
島
を
出
帆
し
て
寧
波
近
海
に
入
港
し
た
が
、
朝
貢
を
許
可
さ
れ
ず
、
双
嶼
あ
た
り
で
密
貿
易
を

行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
一
五
四
五
（
嘉
靖
二
十
四
）
年
に
は
、
こ
の
遣
明
船
の
帰
国
に
あ
た
り
、
王
直
が
哨
戒
船
を
率
い
て
同
行

し
、
旧
暦
六
月
に
種
子
島
に
帰
着
し
た
。
さ
ら
に
王
直
は
、
こ
の
年
に
双
嶼
に
帰
航
す
る
際
に
、
日
本
人
三
人
を
連
れ
帰
り
、
翌
四

六
年
に
も
日
本
に
渡
航
し
て

78
い
る
。
つ
ま
り
王
直
は
、
東
南
ア
ジ
ア
と
の
密
貿
易
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
触
し
て
、
彼
ら
を
種
子
島

へ
と
誘
導
し
、
さ
ら
に
そ
の
直
後
に
双
嶼
の
密
貿
易
集
団
に
投
じ
て
、
双
嶼
の
密
貿
易
に
日
本
人
を
引
き
い
れ
る
役
割
を
担
っ
た
と

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
４

ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
実
態

鉄
炮
記
」
に
よ
れ
ば
、
五
峯
は
来
航
船
の
乗
客
を
「
西
南
蛮
種
の

胡
」
で
あ
る
と
説
明
し
て

お
り
、
そ
の
な
か
に
は
「

胡
の
長
」
と
し
て
、「
牟
良
叔
舎
」
と
「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
の
二
名
が
い
た
と
い
う
。
五
峯＝

王
直
が

ジ
ャ
ン
ク
の
船
主
（
舶
主
）
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ク
に
客
商
と
し
て
同
乗
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ト
メ
・
ピ

レ
ス
は
、
十
六
世
紀
初
頭
の
マ
ラ
ッ
カ
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ク
船
貿
易
の
利
益
分
配
に
つ
い
て
詳
し
く
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
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ジ
ャ
ン
ク
の
所
有
者
は
航
海
に
必
要
な
物
品
を
す
べ
て
装
備
し
、
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
す
る
商
人
は
、
一
つ
か
二
つ
の
船
艙
を
割
り
あ

て
ら
れ
、
商
品
を
監
視
し
、
取
引
す
る
た
め
の
人
員
を
二
〜
三
人
雇
っ
た
。
船
が
マ
ラ
ッ
カ
に
帰
港
す
る
と
、
商
人
は
マ
ラ
ッ
カ
で

積
み
込
ん
だ
商
品
の
一
定
割
合
を
ジ
ャ
ン
ク
の
所
有
者
に
支
払
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
マ
ラ
ッ
カ
に
い
る
商
人
が
商
品
や
資
金
を
船
主

に
委
託
し
、
帰
港
後
に
船
主
は
利
益
の
一
定
割
合
を
投
資
者
に
支
払
い
、
残
り
を
自
分
の
収
益
に
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
メ

ン
ダ
（co

m
m
en
d
a

）
貿
易
も
行
わ

79
れ
た
。
種
子
島
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
五
峯＝

王
直
が
船
主
で
あ
る
ジ
ャ
ン
ク
船
に

同
乗
し
、
船
艙
に
自
分
の
商
品
を
積
ん
で
渡
航
し
た
私
貿
易
商
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
ア
ジ
ア
貿
易
で
は
、
当
初
は
胡
椒
や
香
辛
料
な
ど
の
重
要
商
品
の
取
引
や
、
貿
易
船
の
運
航
は
王
室
の
独
占
と
さ

れ
、
商
館
長
や
要
塞
の
司
令
官
が
そ
の
権
利
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。
一
方
で
商
館
員
・
兵
士
・
船
員
な
ど
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
勤
務
者
も
、

若
干
の
俸
給
を
受
け
る
ほ
か
に
、
船
艙
の
一
部
を
与
え
ら
れ
、
自
己
資
金
で
個
人
貿
易
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
勤
務
者
の
多
く
は
、
任
期
の
満
了
後
も
ア
ジ
ア
に
残
留
し
、
し
ば
し
ば
現
地
人
女
性
と
結
婚
し
て
、
私
貿
易
商
人

や
傭
兵
と
し
て
活
動
し
た
。
さ
ら
に
一
五
三
八
年
こ
ろ
か
ら
、
イ
ン
ド
総
督
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
勤
務
者
に
貿
易
船
運
航
の
権
利
を
下

付
し
て
そ
れ
に
課
税
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
貿
易
商
人
も
こ
う
し
た
貿
易
船
に
加
わ
る
よ
う
に

80
な
る
。
ま
た
一
方
で
、
給
与
や
糧
食

の
不
足
な
ど
か
ら
逃
亡
す
る
船
員
や
兵
士
も
多
く
、
一
五
六
五
年
ま
で
に
、
ア
ジ
ア
各
地
に
逃
亡
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
二
千
人
に

の
ぼ
っ
た
が
、
彼
ら
も
し
ば
し
ば
私
貿
易
に
従
事
し
て

81
い
た
。
一
五
四
〇
年
か
ら
双
嶼
の
密
貿
易
に
参
入
し
、
一
五
四
二
年
に
フ
レ

イ
タ
ス
の
船
を
脱
走
し
て
琉
球
に
漂
着
し
、
そ
し
て
一
五
四
三
年
に
王
直
の
船
に
乗
っ
て
種
子
島
に
来
航
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
ア

ジ
ア
海
域
で
の
ロ
ー
カ
ル
・
ト
レ
ー
ド
に
従
事
す
る
私
貿
易
商
人
で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
生
田
滋
氏
も
、「
こ
う
し
た
勤
務
者
、

あ
る
い
は
民
間
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
活
発
な
貿
易
活
動
を
象
徴
す
る
の
が
、
一
五
四
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
来
航
で
あ
る
」

と
指
摘
し
て

82
い
る
。
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（
５

南
蛮
船
の
乗
員

鉄
炮
記
」
で
は
、
種
子
島
に
着
岸
し
た
南
蛮
船
の
乗
船
者
に
つ
い
て
、「
船
客
は
百
余
人
、
そ
の
形
は
類

せ
ず
、
そ
の
語
は
通
ぜ
ず
、
見
る
者
は
以
っ
て
奇
怪
と
な
す
」と
描
写
し
、
ま
た
西
村
織
部
丞
は
明
人
五
峯
に
対
し
、「
船
中
の
客
、

何
れ
の
国
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
そ
の
形
の
異
な
る
や
」
と
質
問
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
に
よ
れ
ば
、
百
余

人
の
乗
船
者
の
多
く
は
、
日
本
人
と
似
た
よ
う
な
外
見
の
華
人
で
は
な
く
、
見
な
れ
な
い
容
貌
の
異
民
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
こ
の
ジ
ャ
ン
ク
船
の
乗
員
に
は
、
五
峯
を
は
じ
め
と
す
る
華
人
や
若
干
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ほ
か
、
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン

ド
洋
方
面
の
出
身
者
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
東
南
ア
ジ
ア
に
移
住
し
た
華
人
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
現
地
住
民
と
通
婚

す
る
こ
と
が
多
く
、
混
血
者
も
増
加
し
て
い
た
。
当
時
の
ア
ジ
ア
海
域
で
活
動
し
た
貿
易
船
に
は
、
こ
う
し
た
多
様
な
出
自
を
も
つ

人
々
が
同
乗
し
、
諸
民
族
雑
居
的
な
人
的
構
成
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

実
際
に
東
ア
ジ
ア
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
は
、
多
様
な
民
族
的
出
自
を
も
つ
船
員
が
同
乗
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
一
五
二

二
年
に
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
広
州
湾
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
船
に
は
、
イ
ン
ド
西
岸
の
マ
ラ
バ
ル
地
方
の
出
身
者
や
、
カ
フ
ル

人
（C

a
ffre

、
ア
フ
リ
カ
東
南
海
岸
出
身
の
黒
人
）
も
同
乗
し
て

83
い
た
。
さ
ら
に
一
五
四
九
（
嘉
靖
二
十
八
）
年
、
双
嶼
を
逐
わ
れ

た
密
貿
易
船
の
掃
討
に
あ
た
っ
て
い
た
明
朝
の
水
軍
が
、
福
建
南
部
の
東
山
島
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
団
を
攻
撃
し
た
際
に
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
三
名
、
華
人
百
十
二
名
の
ほ
か
、
黒
人
十
六
名
、「
白
黒
異
形
、
身
材
長
大
」な
異
民
族
四
十
六
名
、「
番
婦
」二
十
九
名
を
捕

虜
と
し
て

84
い
る
。
顧
炎
武
『
天
下
郡
国
利
病
書
』
に
も
、「
嘉
靖
中
、（
仏
朗
機
の
）
党
類
は
更
番
に
往
来
し
て
私
舶
し
、
諸
夷
の
中

に
雑
り
て
交
易
す
。
首
領
の
人
は
皆
な
高
鼻
白
皙
に
し
て
、
広
（
州
）
人
は
能
く
こ
れ
を
辨
識
す
」
と
あ
り
、
嘉
靖
年
間
に
広
州
湾

に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
私
貿
易
船
の「
首
領
」と
し
て
、
諸
民
族
と
混
在
し
て
私
貿
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

85
い
る
。

種
子
島
に
渡
来
し
た
ジ
ャ
ン
ク
船
に
も
、「

胡
の
長
」で
あ
る
若
干
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
、
五
峯
以
下
の
多
く
の
華
人
の
ほ
か
に
、

東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
洋
方
面
の
諸
民
族
も
少
な
か
ら
ず
乗
船
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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（
６

南
蛮
船
の
出
航
地

鉄
炮
記
」に
は
、
種
子
島
に
来
航
し
た
南
蛮
船
の
出
航
地
を
具
体
的
に
示
す
手
が
か
り
は
な
い
。
た
だ

し
上
述
の
よ
う
に
、
初
期
に
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
か
ら
、
広
州
湾
・

州
湾
方
面
を

経
て
九
州
に
到
達
し
て
い
る
。
当
時
の
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
港
市
の
な
か
で
、
東
ア
ジ
ア
貿
易
の
拠
点
で
あ
り
、
か
つ
華
人
ジ
ャ
ン

ク
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
双
方
が
来
航
す
る
場
所
と
い
え
ば
、
マ
ラ
ッ
カ
・
ア
ユ
タ
ヤ
・
パ
タ
ニ
な
ど
が

え
ら
れ
る
。

た
だ
し
一
五
一
一
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
貿
易
の
中
心
は
、
シ
ャ

ム
湾
方
面
に
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
十
六
世
紀
初
頭
ま
で
、
マ
ラ
ッ
カ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
中
心
的
な
集
散
港
で
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
島

嶼
部
や
イ
ン
ド
洋
方
面
の
商
品
は
、
ム
ス
リ
ム
商
人
や
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
商
人
な
ど
に
よ
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
に
運
ば
れ
て
い
た
。
華
人
や

琉
球
人
の
海
商
は
、
東
ア
ジ
ア
の
商
品
を
マ
ラ
ッ
カ
に
輸
出
し
て
、
胡
椒
を
は
じ
め
と
す
る
南
海
産
品
を
輸
入
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
に

次
い
で
は
、
シ
ャ
ム
王
国
の
ア
ユ
タ
ヤ
も
、
華
人
・
琉
球
人
海
商
の
主
要
な
貿
易
拠
点
で
あ

86
っ
た
。

し
か
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
に
よ
っ
て
、
ム
ス
リ
ム
商
人
は
マ
ラ
ッ
カ
を
避
け
て
、
マ
レ
ー
半
島
の
ジ
ョ
ホ
ー
ル
、
ス

マ
ト
ラ
島
の
パ
サ
イ
や
ア
チ
ェ
、
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
ン
テ
ン
な
ど
の
イ
ス
ラ
ム
系
港
市
に
分
散
し
て
い
く
。
ま
た
華
人
海
商
の
マ
ラ
ッ

カ
来
航
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
琉
球
の
貿
易
船
も
、
一
五
一
一
年
を
最
後
に
マ
ラ
ッ
カ
か
ら
撤
退
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
に
代
わ
っ
て
、

華
人
・
琉
球
人
海
商
の
新
た
な
貿
易
拠
点
と
し
て
急
成
長
し
た
の
が
、
マ
レ
ー
半
島
東
岸
の
パ
タ
ニ
で
あ
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ

に
は
、
蘇
木
な
ど
の
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
商
品
は
も
と
よ
り
、
胡
椒
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
島
嶼
部
や
イ
ン
ド
洋
方
面
の
商
品
も
集
ま

り
、
華
人
・
琉
球
人
海
商
が
そ
れ
を
東
ア
ジ
ア
に
運
ん
だ
の
で

87
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
直
接
に
中
国
貿
易
に
進
出
し
よ
う
と
し
た
。
早
く
も
一
五
一
三
年
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
広
州

湾
に
渡
航
し
、
一
五
一
七
年
に
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
ペ
レ
ス
・
デ
・
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
の
船
団
が
広
州
城
下
で
貿
易
を
行
い
、
大
き
な
利

益
を
収
め
た
。
つ
い
で
ア
ン
ド
ラ
ー
デ
は
『
東
方
諸
国
記
』
の
著
者
ト
メ
・
ピ
レ
ス
を
北
京
に
派
遣
し
、
明
朝
と
正
式
な
通
交
を
開

こ
う
と
し
た
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
さ
ら
に
一
五
一
九
年
に
広
州
湾
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
団
は
、
現
地
で
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
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を
引
き
お
こ
し
、
一
五
二
一
〜
二
二
年
に
は
広
東
当
局
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
団
を
攻
撃
し
て
、
広
州
湾
か
ら
駆
逐
し
て
し
ま

88
っ
た
。

広
州
湾
を
追
わ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
マ
ラ
ッ
カ
・
シ
ャ
ム
・
パ
タ
ニ
な
ど
で
密
貿
易
を
行
っ
て
い
た
華
人
海
商
の
手
引
き
で
、

華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
、
福
建
方
面
に
北
上
し
て
密
貿
易
を
行

89
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
ま
ず
福
建
南
部
の

州
か
ら
広
東
東

部
の
潮
州
に
か
け
て
の
近
海
で
密
貿
易
を
行
っ

90
た
が
、
一
五
四
〇
年
に
は
、
華
人
密
貿
易
者
が
寧
波
近
海
の
双
嶼
に
も
、
マ
ラ
ッ
カ

や
パ
タ
ニ
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
引
き
込

91
ん
だ
。
一
五
四
〇
年
代
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
・
日
本
来
航
は
、
こ
の
よ
う
な

華
人
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
体
化
し
た
、
中
国
東
南
沿
岸
で
の
密
貿
易
の
拡
大
と
い
う
状
況
の
一
環
と
し
て
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
五
四
〇
年
代
か
ら
広
東
と
東
南
ア
ジ
ア
各
地
を
往
来
し
て
い
た
王
直
も
、
こ
う
し
た
華
人
密
貿
易
者
の
一
人
で
あ
り
、
彼
が
東
南

ア
ジ
ア
の
港
市
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
接
触
し
、
と
も
に
日
本
方
面
に
渡
航
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

最
初
期
に
琉
球
や
日
本
に
渡
来
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
シ
ャ
ム
湾
沿
岸
の
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
か
ら
、
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗

し
て
来
航
し
て
い
た
。
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
「
報
告
書
」
が
伝
え
る
よ
う
に
、、
ま
ず
一
五
四
二
年
に
は
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
が
、
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
華
人
ジ
ャ
ン
ク
で
中
国
沿
岸
に
向
か
う
途
中
で
琉
球
に
漂
着
し
た
。
さ
ら
に
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
は
、
ス
ペ
イ
ン

人
の
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
（P
ero D

iez

）
か
ら
得
た
情
報
も
、「
報
告
書
」
に
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
エ
ス
は
一
五
四

四
年
に
パ
タ
ニ
か
ら
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
、

州
・
寧
波
な
ど
を
経
て
日
本
の
港
に
渡
航
し
た
。
そ
の
港
に
は
何
名
か
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
を
乗
せ
た
、
パ
タ
ニ
の
華
人
が
所
有
す
る
五
隻
の
ジ
ャ
ン
ク
が
入
港
し
て
い
た
。
そ
こ
に
百
隻
以
上
の
別
の
華
人
ジ
ャ

ン
ク
が
襲
撃
し
て
き
た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
大
砲
や
鉄
砲
に
よ
っ
て
彼
ら
を
撃
退
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
琉
球
諸
島
か
ら
も
別

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
こ
の
港
に
集
ま
っ
て
き
た
と

92
い
う
。
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
港
は
、
日
本
側
に
残
さ
れ
た
文
書
史
料
に
よ
り
、

大
隅
半
島
西
岸
の
小
根
占
港
だ
っ
た
こ
と
が
わ

93
か
る
。

一
五
四
二
年
・
四
三
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ア
ユ
タ
ヤ
や
パ
タ
ニ
か
ら
、
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
琉
球
や
大
隅
半
島
に
渡
来

し
て
い
る
こ
と
を

え
れ
ば
、
一
五
四
三
年
に
種
子
島
に
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
シ
ャ
ム
湾
方
面
か
ら
来
航
し
た
可
能
性
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

六
五



比
較
的
高
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
パ
タ
ニ
か
ら
来
航
し
た
と

え
れ
ば
、
一
連
の
事
件
の
経
緯
が
説
明
し
や
す
い
。
そ
の
場
合
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
五
峯＝

王
直
の
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
、
一
五
四
三
年
夏
の
南
西
風
に
よ
っ
て
パ
タ
ニ
を
出
航
し
、
新
暦
九
月
二

十
三
日
に
種
子
島
に
到
着
し
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
翌
春
三
月
ご
ろ
の
東
北
風
で
種
子
島
を
出
航
し
、
四
月
こ
ろ
に
パ
タ
ニ
に
帰
港

し
た
と
す
れ
ば
、
日
本
到
達
の
ニ
ュ
ー
ス
は
た
だ
ち
に
パ
タ
ニ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
華
人
に
広
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
一

五
四
四
年
の
夏
に
は
、
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
よ
っ
て
パ
タ
ニ
か
ら
九
州
方
面
に
渡
航
し
、
そ
の
う
ち
一
隻
は

種
子
島
に
再
渡
航
し

94
た
が
、
他
の
ジ
ャ
ン
ク
は
中
国
沿
岸
を
経
て
小
根
占
に
入
港
し
、
さ
ら
に
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
琉
球
経
由

で
小
根
占
に
来
港
し
た
と

え
ら
れ
る
。
小
根
占
港
は
対
岸
の
山
川
と
と
も
に
九
州
最
南
端
の
海
港
で
あ
り
、
福
建
方
面
か
ら
黒
潮

に
乗
っ
て
北
上
し
た
ジ
ャ
ン
ク
が
、
ま
ず
種
子
島
や
小
根
占
に
到
達
す
る
の
は
自
然
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
・
日
本
へ
の
初
来
航
に
つ
い
て
、
基
本
史
料
の
分
析
を
中
心
に
、
関
連
史
料
を
参
照
し
て
再
検

討
を
試
み
て
き
た
。
史
料
的
限
界
に
よ
り
、
な
お
推
定
に
と
ど
ま
っ
た
部
分
も
多
い
が
、
現
時
点
で
は
本
稿
に
お
け
る
推
論
に
よ
っ

て
、
一
連
の
事
件
が
大
筋
で
は
整
合
的
に
説
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

え
て
い
る
。
最
後
に
「
鉄
炮
記
」
の
叙
述
を
基
本
と
し

て
、
関
連
文
献
に
よ
る
推
定
を
加
え
て
、
一
五
四
二
〜
四
四
年
に
お
け
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
と
日
本
へ
の
初
来
航
に
つ
い
て

の
一
つ
の
仮
説
を
提
示
し
て
お
こ
う
。
以
下
の
仮
説
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
一
五
四
二
年
に
琉
球
に
、
一
五
四
三
年
に
日
本
に
到
達

し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
か
つ
王
直
を
船
主
と
す
る
ジ
ャ
ン
ク
船
が
、
パ
タ
ニ
か
ら
種
子
島
に
来
航
し
た
と
い
う
仮
定
に
基
づ
い

て
い
る
。

一
五
四
二
年

フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
私
貿
易
を
行
う
た
め
、
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
中
国

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

六
六



沿
岸
に
向
か
う
途
中
、
暴
風
に
よ
り
琉
球
に
漂
着
し
た
。
彼
ら
は
ア
ユ
タ
ヤ
で
知
り
あ
っ
た
琉
球
人
の
仲
介
に
よ
り
国
王
に
厚
遇
さ

れ
、
貿
易
を
行
っ
て
ア
ユ
タ
ヤ
に
帰
航
し
た
。

一
五
四
三
年

前
年
と
は
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
琉
球
に
再
渡
航
し
た
が
、
前
年
に
明
朝
が
琉
球
に

対
し
て
密
貿
易
の
厳
禁
を
命
じ
た
た
め
、
上
陸
を
許
さ
れ
ず
退
去
し
た
。
こ
の
年
の
夏
、
王
直
を
船
主
と
す
る
ジ
ャ
ン
ク
船
が
パ
タ

ニ
を
出
帆
し
て
東
シ
ナ
海
を
北
上
し
、
新
暦
九
月
二
十
三
日
に
種
子
島
南
岸
に
着
岸
し
た
。
種
子
島
時
堯
は
ジ
ャ
ン
ク
を
赤
尾
木
に

廻
航
し
て
貿
易
を
行
う
と
と
も
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
か
ら
鉄
砲
を
購
入
し
、
そ
の
模
造
を
試
み
た
。

一
五
四
四
年

王
直
の
ジ
ャ
ン
ク
は
春
季
の
東
北
風
で
パ
タ
ニ
に
帰
航
し
、
日
本
到
達
の
ニ
ュ
ー
ス
を
う
け
て
、
こ
の
年
の
夏
に
は

パ
タ
ニ
か
ら
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
華
人
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
九
州
に
向
か
っ
た
。そ
の
一
隻
は
ふ
た
た
び
種
子
島
に
渡
航
し
、

種
子
島
時
堯
に
銃
底
を
塞
ぐ
技
術
を
伝
授
し
た
。
一
方
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
の
乗
っ
た
ジ
ャ
ン
ク
は
、
中
国
沿
岸
を
経
て
小
根
占
港
に

渡
航
し
た
。
小
根
占
港
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
を
乗
せ
て
パ
タ
ニ
か
ら
来
航
し
た
五
隻
の
華
人
ジ
ャ
ン
ク
が
、
別
の
華
人
ジ
ャ
ン
ク
船

団
と
衝
突
し
、
さ
ら
に
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
琉
球
経
由
で
小
根
占
港
に
来
港
し
た
。

近
年
の
研
究
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
来
航
を
、
日
本
銀
の
増
産
に
と
も
な
い
、
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
華
人
ジ
ャ
ン
ク
の

密
貿
易
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
便
乗
す
る
と
い
う
、「
東
ア
ジ
ア
史
の
文
脈
」で
論
じ
る
こ
と
が

95
多
い
。
た
だ
し
い
う

ま
で
も
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
華
人
の
密
貿
易
に
、
受
動
的
に
追
随
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
琉
球
・
日
本
到
達
の
背

景
に
は
、
一
五
四
〇
年
代
の
東
シ
ナ
海
域
密
貿
易
の
拡
大
に
先
だ
つ
、
十
五
世
紀
以
来
の
南
シ
ナ
海
域
密
貿
易
の
進
展
が
あ
っ
た
。

一
五
一
一
年
の
マ
ラ
ッ
カ
占
領
に
よ
り
、
南
シ
ナ
海
域
の
貿
易
構
造
は
大
き
く
変
動
し
、
シ
ャ
ム
湾
と
東
ア
ジ
ア
海
域
を
結
ぶ
貿
易

の
重
要
性
が
増
大
す
る
。
さ
ら
に
一
五
二
二
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
広
州
湾
を
駆
逐
さ
れ
る
と
、
密
貿
易
の
拠
点
は
福
建
・
浙
江
方

面
に
北
上
し
、
一
五
四
〇
年
代
に
は
双
嶼
に
お
い
て
、
中
国
・
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
密
貿
易
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
琉
球
・
日
本
来
航
は
、
こ
う
し
て
東
シ
ナ
海
と
南
シ
ナ
海
の
密
貿
易
が
連
動
す
る
過
程
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
私
貿
易

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

六
七



者
と
華
人
海
商
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

注（
1

こ
の
問
題
を
最
初
に
論
じ
た
研
究
は
、
坪
井
九
馬
三
「
鉄
砲
伝
来

」（『
史
学
会
雑
誌
』
三
巻
二
九
〜
三
一
号
、
一
九
八
二
年
）
で
あ
る
。

（
2

代
表
的
な
著
作
と
し
て
、
岡
本
良
知『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』（
弘
文
荘
、
一
九
三
六
年
。
改
訂
増
補
版
、
六
甲
書
房
、
一
九
四
二
年
。
以

下
、
岡
本
『
交
通
史
』
と
略
称
）、
幸
田
成
友
『
日
欧
通
交
史
』（
初
出
一
九
四
二
年
、『
幸
田
成
友
著
作
集
』
第
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）

が
あ
る
。

（
3

代
表
的
な
著
作
と
し
て
、
長
沼
賢
海
『
日
本
文
化
史
の
研
究
』（
教
育
研
究
会
、
一
九
三
六
年
）、
洞
富
雄
『
種
子
島
銃

伝
来
と
そ
の
影
響
』（
淡

路
書
房
新
社
、
一
九
五
八
年
）、
有
馬
成
甫
『
火
砲
の
起
源
と
そ
の
伝
流
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）、
所
荘
吉
『
火
縄
銃
』（
雄
山
閣
、
一
九
六

四
年
）
が
あ
る
。
特
に
洞
富
雄
『
鉄
砲

伝
来
と
そ
の
影
響
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
は
、
先
行
研
究
を
ひ
ろ
く
総
括
し
て
自
説
を
提
示
し

て
お
り
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
研
究
史
を
把
握
す
る
う
え
で
必
読
の
文
献
で
あ
る
。

4

村
井
章
介
「
鉄
砲
伝
来
再

」（『
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
東
方
学
論
集
』、
一
九
九
七
年
）﹇
以
下
、
村
井
「
再

」
と
略
称
﹈
は
、
こ
う
し

た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
論
文
で
あ
る
。
ま
た
同『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本

列
島
史
か
ら
世
界
史
へ
』（
筑
摩
書
房
、
一

九
九
七
年
）
第
４
章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
場
と
ア
ジ
ア
海
域
世
界
」
も
参
照
。

5
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本
稿
で
は
岸
野
久
『
西
洋
人
の
日
本
発
見
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、
三
〇
〜
三
二
頁
に
お
け
る
要
約
に

よ
っ
て
論
旨
を
紹
介
す
る
。
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な
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8

一
五
四
二
年
説
を
と
る
早
期
の
論

と
し
て
は
、
李
献
璋
「
嘉
靖
年
間
に
お
け
る
浙
海
の
私
商
及
び
舶
主
王
直
行
蹟

（
下
）

海
禁
下
に
自
由

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

六
八



を
求
め
る
一
商
人
の
生
涯

」（『
史
学
』
三
四
巻
二
号
、
一
九
六
二
年
）
が
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
研
究
と
し
て
は
以
下
の
諸
論

が
あ
る
。

清
水
紘
一
「
日
葡
交
渉
の
起
源
」（
初
出
一
九
八
六
年
、『
織
豊
政
権
と
キ
リ
シ
タ
ン

日
欧
交
渉
の
起
源
と
展
開

』
岩
田
書
店
、
二
〇
〇
一
年

所
収
）﹇
以
下
、
清
水
「
起
源
」
と
略
称
﹈、
同
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
初
来
年
代
を
め
ぐ
っ
て

日
欧
交
渉
の
起
源
・
補
遺

」（『
南
島
史

学
』
六
四
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
村
井
章
介
前
掲
「
鉄
砲
伝
来
再

」、
同
前
掲
『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本
』、
同
「
鉄
砲
は
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
に
伝

え
た
か
」（『
歴
史
学
研
究
』
七
八
五
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
的
場
節
子
「
南
蛮
人
日
本
初
渡
来
に
関
す
る
再
検
討
」（『
国
史
学
』
一
六
二
号
、
一
九
九
七

年
）、
佐
々
木
稔
編
『
火
縄
銃
の
伝
来
と
技
術
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
関
周
一
「
一
六
世
紀
ア
ジ
ア
に
お
け
る
鉄
砲
と
戦
争
」（
小
林
一
岳
・

則
竹
雄
一
編
『【
も
の
】
か
ら
見
る
日
本
史

戦
争

中
世
戦
争
論
の
現
在
』
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、

9

清
水
紘
一
「「
鉄
炮
記
」
の
基
礎
的
研
究
」（『
中
央
大
学
論
集
』
二
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
鉄
砲
の
初
期
普
及
過
程

１

」（『
史
料
研
究
』
三

号
、
二
〇
〇
六
年
）、
同
「
鉄
砲
の
初
期
普
及
過
程
（
２
）」（『
史
料
研
究
』）
四
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
清
水
有
子
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
に
関
す

る
基
礎
的
問
題
」（『
南
島
史
学
』
六
七
号
、
二
〇
〇
六
年
）﹇
以
下
、
清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
と
略
称
﹈。
ま
た
的
場
節
子
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本

日

欧
の
遭
遇
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
第
四
章
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
渡
来
再

」
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
日
本
初
来
は
一
五
四
二
年
で
あ

る
が
、
種
子
島
来
航
は
一
五
四
三
年
で
あ
る
と
す
る
。

10

伊
川
健
二
『
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア

日
欧
通
交
の
歴
史
的
前
提
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
第
二
部
第
二
章
「
倭
寇
的
遣
明
使
節
」・
第

三
章
「
日
欧
通
交
の
成
立
事
情
」
で
は
一
五
四
三
年
説
を
と
り
、
関
周
一
「
鉄
砲
伝
来
を
め
ぐ
る
近
年
の
歴
史
学
研
究
」（『
銃
砲
史
研
究
』
三
五
四
号
、

二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
筆
者
の
前
稿
を
紹
介
し
て
両
説
を
併
記
す
る
。

11

た
と
え
ば
註
（
9
）
前
掲
の
諸
論

で
は
、
先
行
す
る
筆
者
の
論
文
に
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。

12

な
お
筆
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
を
解
さ
な
い
た
め
、
両
国
語
の
史
料
は
和
訳
ま
た
は
英
訳
に
よ
っ
て
利
用
し
た
。

13

R
ich
a
rd
 
H
a
k
lu
y
t

の
英
訳
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
原
文
を
併
録
し
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、A

n
to
n
io
 
G
a
lv
a
n
o
,
D
iscoveries

 
of
 
th
e
 
W
orld

:

F
rom

 
th
eir F

irst O
rigin

al u
n
to th

e Y
ear of ou

r L
ord

 
1
5
5
5
,
L
o
n
d
o
n
,
H
a
k
lu
y
t S
o
ciety

,
1862

が
あ
る
。
な
お
ガ
ル
ヴ
ァ
ン
の
略
歴

に
つ
い
て
は
、
同
書
のP

refa
ce

を
参
照
。
モ
ル
ッ
カ
総
督
と
し
て
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
生
田
滋
『
大
航
海
時
代
と
モ
ル
ッ
カ
諸
島

ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
テ
ル
テ
ナ
王
国
と
丁
子
貿
易

』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
二
一
四
〜
二
四
二
頁
に
詳
し
い
。

14

引
用
は
清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
四
四
頁
の
和
訳
に
よ
る
。
原
文
と
英
訳
は
、D

iscoveries of th
e
 
W
orld

,
pp.2

2
9
-2
3
0

を
参
照
。

15

清
水
有
子
「
一
六
世
紀
イ
ベ
リ
ア
両
国
の
東
ア
ジ
ア
進
出

ヴ
ィ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
の
事
例
を
中
心
に

」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
編
『
歴

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

六
九



史
の
な
か
の
移
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
桜
井
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
史
料
に
よ
り
こ
の
艦
隊
の
航
海
を
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
、E

m
m
a H

elen B
la
ir a

n
d Ja

m
es A

.
R
o
b
ertso

n ed
s.,
T
h
e P

h
ilippin

e Islan
d
s,
1
4
9
3
-1
8
0
3
,
C
lev
ela
n
d
:
A
.H
.
C
la
rk
,
1903 -09,

V
o
l.2,

p
p
.445 -73,

“T
h
e E

x
p
ed
itio

n o
f R

u
y L

o
p
ez d

e V
illa

lo
b
o
s －

1541 -46,”

岸
野
前
掲
『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
一
九
頁
を
参
照
。

16

岸
野
前
掲
『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
二
〇
頁
。

17

引
用
は
岸
野
前
掲
『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
二
五
〜
二
七
頁
の
和
訳
に
よ
る
。
な
お
清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
四
五
〜
五
一
頁
に
も
、
原
文
と
和

訳
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

18

岸
野
前
掲
『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
三
〇
〜
三
一
頁
。
幸
田
前
掲
『
日
欧
通
交
史
』
一
一
〜
一
二
頁
で
も
、
同
じ
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
鉄

炮
記
」
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
紀
州
根
来
寺
の
僧
兵
や
堺
の
商
人
が
種
子
島
に
来
訪
し
、
鉄
砲
を
畿
内
へ
伝
え
た
こ
と
も
記
し
、
後
半
で
は
種
子
島
家
の

家
臣
が
鉄
砲
を
持
っ
て
遣
明
船
に
乗
り
込
み
、
帰
航
時
に
伊
豆
に
漂
着
し
て
、
関
東
に
も
鉄
砲
を
伝
え
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

19

『
南
浦
文
集
』
に
は
、
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
古
活
字
本
と
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
整
版
の
二
つ
の
版
本
が
あ
る
。
洞
『
鉄
砲
』
四
六
三
〜
四

七
一
頁
に
は
、
慶
安
二
年
版
『
南
浦
文
集
』
に
よ
り
、「
鉄
炮
記
」
の
原
文
と
書
き
下
し
を
収
め
る
。
ま
た
清
水
前
掲
「「
鉄
炮
記
」
の
基
礎
的
研
究
」

も
、
慶
安
二
年
版
に
よ
り
原
文
・
書
き
下
し
・
語
釈
な
ど
を
収
め
る
が
、
書
き
下
し
に
は
問
題
が
多
い
。

20

な
お
「
鉄
炮
記
」
の
前
半
に
よ
れ
ば
、
種
子
島
で
鉄
砲
の
模
造
に
成
功
し
た
の
は
一
五
四
五
年
初
頭
以
降
の
こ
と
に
な
る
が
、
後
半
で
は
一
五
四
四

年
に
種
子
島
を
出
帆
し
た
遣
明
船
に
、
種
子
島
家
の
家
臣
が
鉄
砲
を
持
っ
て
乗
り
こ
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
年
代
的
に
矛
盾
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、「
鉄
炮
記
」
の
前
半
で
は
、
一
五
四
二
年
の
鉄
炮
伝
来
を
誤
っ
て
一
五
四
三
年
と
記
し
た
と
す
る
見
解
も
あ
る
（
李
献
璋
前
掲
「
嘉
靖
年
間
に
お
け

る
浙
海
の
私
商
及
び
舶
主
王
直
行
蹟

（
下
）」
五
〇
〜
五
一
頁
、
村
井
「
再

」
一
一
一
五
〜
一
一
二
二
頁
）。
し
か
し
日
中
の
関
連
史
料
を
照
合
し

て
検
討
す
る
と
、
こ
の
遣
明
船
の
出
帆
年
は
一
五
四
五
年
と
す
べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
鉄
炮
記
」
の
後
半
部
分
に
年
次
の
誤
り
が
あ
る
と

え
ら
れ

る
（
中
島
「
海
域
交
易
」
五
四
〜
六
一
頁
）。

21

『
種
子
島
家
譜
』
巻
二
、
十
三
代
恵
時
、
巻
三
、
十
四
代
時
堯
の
項
（『
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
四
』
鹿
児
島
県
、
一
九
九
四
年
、

二
四
〜
二
五
頁
、
二
九
頁
）。
こ
の
記
事
は
主
と
し
て「
鉄
炮
記
」の
要
約
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
若
干
の
異
同
も
あ
り
、
あ
る
い
は「
鉄

炮
記
」
と
『
種
子
島
家
譜
』
の
共
通
の
史
料
源
と
な
っ
た
、
種
子
島
家
の
旧
記
類
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
天
文
十
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
第
二
回
来
航
に
つ
い
て
、「
鉄
炮
記
」
で
は
時
期
を
記
さ
な
い
が
、『
種
子
島
家
譜
』
で
は
「
今
春
」
と
す
る
。
た
だ
し
西
北
風
か
ら
東
北
風
が
卓
越

す
る
春
期
は
、
中
国
大
陸
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
種
子
島
に
外
洋
船
が
来
航
す
る
時
期
で
は
な
く
、
疑
問
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
〇



22

伊
地
知
季
安
『
寛
永
軍
徴
』（
天
保
三
年
ご
ろ
成
稿
）
巻
三
「
邪
宗
禁
制
の
巻
」
に
は
、「（
天
文
）
十
二
年
八
月
、
大
洋
杜
瓦
爾
人
、
牟
羅
叔
西
亜
・

吉
利
下
駄
孟
太
等
、
大
隅
の
種
子
島
に
来
た
り
、
亦
た
銕
砲
を
伝
う
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（『
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
拾
遺

伊
地
知
季
安
著
作

史
料
集
一
』
鹿
児
島
県
、
一
九
九
七
年
、
一
九
九
頁
。
フ
リ
ガ
ナ
は
原
文
の
ま
ま
）。
季
安
が
「
鉄
炮
記
」
の
「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」・「
牟
良
叔
舎
」
を
、

わ
ざ
わ
ざ
「
吉
利
下
駄
孟
太
」・「
牟
羅
叔
西
亜
」
に
改
め
た
と
は

え
が
た
い
の
で
、
あ
る
い
は
「
鉄
炮
記
」
と
は
別
に
、
鉄
炮
伝
来
に
関
す
る
旧
記

類
が
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
名
は
ま
ず
「
キ
リ
シ
タ
ダ
モ
ウ
タ
」・「
ム
ラ
シ
ュ
ク
シ
ャ
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
さ

れ
、
そ
れ
が
異
な
る
漢
字
で
表
記
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

23

B
o
x
er,

T
h
e C

h
ristian

 
C
en
tu
ry in

 
Japan

,
p
.26.

24

清
水
「
初
来
説
」
二
〇
頁
で
は
、

ａ
『
発
見
記
』
と

「
鉄
炮
記
」
に
現
れ
る
「
ダ
・
モ
ッ
タ
」
を
別
人
と
す
る
た
め
に
は
、「
学
問
的
な
手
続
き

と
し
て
同
時
期
に
来
日
し
た
「
同
名
異
人
」
複
数
の
存
在
を
明
示
す
る
こ
と
が
前
提
と
し
て
求
め
ら
れ
」、
現
段
階
で
は

ａ
の
ダ
・
モ
タ
と

の
侘
孟

太
は
同
一
人
物
と
推
定
さ
れ
る
と
説
く
。
し
か
し
当
時
ア
ジ
ア
海
域
に
渡
来
し
た
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
う
ち
、
一
般
の
船
員
の
名
前
が
史
料
に
残

る
こ
と
は
ご
く
例
外
的
で
あ
り
、
た
と
え
姓
名
が
史
料
上
に
現
れ
な
く
て
も
、
同
姓
の
別
人
が
同
時
期
の
ア
ジ
ア
海
域
で
活
動
し
て
い
た
可
能
性
は
十

分
に

え
ら
れ
る
。
な
お
的
場
節
子
氏
も
、
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
で
は
同
姓
の
別
人
も
多
く
、
ま
た
兄
弟
・
親
族
が
と
も
に
ア
ジ
ア
に
渡

来
し
た
り
、
同
一
人
物
が
渡
来
を
く
り
か
え
す
場
合
も
あ
る
の
で
、
姓
名
の
類
似
性
だ
け
で
『
発
見
記
』
と
「
鉄
炮
記
」
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
難
し

い
と
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
』
一
〇
九
頁
）。

25

牟
良
叔
舎
」
の
発
音
は
近
代
音
（
明
清
期
の
標
準
音
）
で
はm

u
-lia

-
iu
-
ie

、
広
東
音
で
はm

u
-læ

-
u
k
-

、

南
音
で
はb

-li
-si

k

-sia

と
な
る
。
こ
の
中
で
は

南
音
が
比
較
的F

ra
n
cisco

に
近
い
が
、

南
音
で
は
「
侘
孟
太
」
が
、th

o
-b
i
-th

a
i

と
な
り
、
ダ
・
モ
タ
と
は
読

め
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
な
お
「
侘
孟
太
」
の
近
代
音
はth

u
-m
u
-th

a
i

、
広
東
音
はth

-m
a
-th

a
i

で
あ
る
（
以
上
、『
漢
字
古
今
音
表
（
修
訂

本
）』
中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
に
よ
る
）。「
侘
孟
太
」
をd

a M
o
ta

と
読
む
に
は
、
日
本
音
の
「
ダ
モ
ウ
タ
」
が
も
っ
と
も
近
く
、
お
そ
ら
く
「
牟

良
叔
舎
」・「
喜
利
志
多
侘
孟
太
」
は
、
原
音
を
日
本
漢
字
音
で
写
し
た
表
記
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
清
水
紘
一
氏
は
「
牟
良
叔
舎
」
は
「
弗

良
叔
舎
」
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
も
推
定
し
て
い
る
（「
初
来
説
」
三
四
頁
、
註
（
23
））。
た
し
か
に
「
弗
良
叔
舎
」
と
す
れ
ば
日
本
音
で
の
発
音
は

F
ra
n
cisco

に
も
や
や
近
く
な
る
が
、「
牟
」
と
「
弗
」
で
は
字
体
も
か
な
り
異
な
り
、
憶
測
の
域
を
出
な
い
。

26

清
水
「
起
源
」
五
八
〜
五
九
頁
、
同
「
初
来
説
」
二
一
〜
二
二
頁
。
な
お
所
荘
吉
氏
は
、
ま
ず
一
五
四
二
年
に
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
北
緯
三
十

二
度
に
あ
た
る
薩
摩
の
阿
久
根
に
漂
着
し
（

ａ
『
発
見
記
』）、
翌
四
三
年
に
は
二
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
来
航
し
た
（

「
鉄
炮
記
」）
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
一



推
定
し
て
い
る
（「
日
本
銃
砲
史
（
５
）」『
銃
砲
史
研
究
』
二
〇
八
号
、
一
九
八
九
年
）。
し
か
し
こ
の
説
で
も
、

ｂ
「
報
告
書
」
に
お
い
て
漂
着
地

を
琉
球
と
述
べ
て
い
る
こ
と
の
説
明
が
つ
か
な
い
。

27

清
水
「
起
源
」
六
一
〜
六
三
頁
、
村
井
「
再

」
一
一
二
六
頁
、
註
（
12
）、
関
前
掲
「
火
縄
銃
の
伝
来
を
め
ぐ
っ
て
」
二
一
四
頁
。

28

村
井
前
掲
「
鉄
炮
は
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
に
伝
え
た
か
」
一
三
頁
。

29

『
歴
代
宝
案
』
巻
四
十
二
、
移

執
照
、
校
訂
本
第
一
冊
、
六
二
四
頁
、
一
｜
四
二
｜
三
二
（
嘉
靖
十
九
年
九
月
二
十
日
）。
同
六
二
五
頁
、
一
｜
四

二
｜
三
三
（
嘉
靖
二
十
年
九
月
七
日
）。
中
島
「
海
域
交
易
」
四
七
頁
。

30

一
五
四
〇
年
の
貿
易
船
は
新
暦
十
月
十
一
日
に
、一
五
四
一
年
の
貿
易
船
は
九
月
二
十
六
日
に
那
覇
を
出
帆
し
て
い
る
。ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
は
四
月
〜
五

月
の
南
西
風
で
帰
帆
の
途
に
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
四
二
年
四
月
以
降
の
季
節
風
で
ア
ユ
タ
ヤ
を
出
帆
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
琉
球
の
貿
易
船
と
同
時
期
に
出
帆
し
た
と
し
て
も
、
中
国
に
向
か
う
途
中
で
漂
流
し
た
た
め
、
那
覇
へ
の
漂
着
は
遅
れ
た
は
ず
で
あ

る
。
こ
う
し
た
状
況
を

え
れ
ば
、
彼
ら
が
ア
ユ
タ
ヤ
で
接
し
た
の
は
一
五
四
一
年
の
琉
球
船
で
あ
っ
た
可
能
性
が
よ
り
強
そ
う
で
あ
る
。

31

ト
メ
・
ピ
レ
ス
（
生
田
滋
等
訳
注
）『
東
方
諸
国
記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
五
七
三
頁
、
補
注
十
。
な
お
ア
ル
ブ
ケ
ル
ケ
の
記
事
で
、
琉
球

人
の
商
品
と
し
て
金
だ
け
を
挙
げ
て
銀
に
言
及
し
な
い
の
は
、
石
見
銀
山
の
発
見
以
前
の
情
報
だ
か
ら
で
あ
る
。

32

『
世
宗
実
録
』
巻
二
百
六
十
一
、
嘉
靖
二
十
一
年
五
月
辛
巳
朔
条
。

33

中
島
「
海
域
交
易
」
四
七
〜
四
八
頁
。
な
お
清
水
「
起
源
」
四
一
一
頁
、
同
「
初
来
説
」
一
四
頁
で
は
、『
中
山
世
譜
』
嘉
靖
二
十
一
年
条
に
、
陳
貴

事
件
の
結
果
と
し
て
、「
こ
れ
よ
り
後
、
中
国
の
商
船
は
終
に
復
た
来
た
ら
ず
。
但
し
本
国
の
諸
夷
海
国
と
交
通
す
る
あ
る
の
み
」と
あ
る
こ
と
を
引
い

て
、
こ
の
事
件
以
降
、
中
国
商
船
の
渡
航
は
途
絶
し
て
お
り
、
四
三
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
乗
っ
た
ジ
ャ
ン
ク
が
琉
球
に
来
航
し
た
は
ず
は
な
い
と
主

張
す
る
。
し
か
し
明
朝
の
禁
令
は
東
南
ア
ジ
ア
華
人
に
ま
で
及
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
琉
球
（
本
国
）
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
（
諸
夷
海
国
）
と
の
通
交

は
継
続
し
て
い
た
。
四
四
年
に
琉
球
に
渡
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
も
、
東
南
ア
ジ
ア
華
人
の
ジ
ャ
ン
ク
に
同
乗
し
て
い
た
と

え
ら
れ
る
。
ま
た
一
五

四
四
年
に
も
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
琉
球
を
経
て
南
九
州
に
来
航
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（
岸
野
『
日
本
発
見
』
二
九
頁
、「
ペ
ロ
・
デ
ィ
ア
ス
の

情
報
」）。

34

清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
四
三
〜
四
四
頁
・
五
二
〜
五
三
頁
、
清
水
「
初
来
説
」
一
三
〜
一
四
頁
で
は
、『
発
見
記
』
の
日
本
情
報
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
官
憲
な
い
し
王
府
か
ら
入
手
し
た
と
推
測
す
る
が
、
具
体
的
な
根
拠
は
な
い
。

35

G
a
lv
a
n
o
,
D
iscoveries of th

e
 
W
orld

,
p
p
.230 -231.

詳
し
く
は
中
島
「
海
域
交
易
」
四
九
〜
五
〇
頁
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
二



36

た
と
え
ば
『
発
見
記
』
で
は
、
一
五
四
三
年
十
月
に
ビ
リ
ャ
ロ
ボ
ス
艦
隊
の
分
遣
隊
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
の
北
緯
十
五
〜
十
六
度
（
ル
ソ
ン
島
附

近
）で
色
の
白
い
住
民
に
会
い
、
彼
ら
は
五
〜
六
日
以
内
の
航
程
で
中
国
ま
で
渡
航
す
る
と
語
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る（D

iscoveries of th
e W

orld
,

p
.235

）。
も
ち
ろ
ん
ル
ソ
ン
島
附
近
に
色
の
白
い
住
民
が
い
た
と
は

え
ら
れ
ず
、
ま
た
ル
ソ
ン
島
か
ら
中
国
へ
の
航
海
に
は
、
一
般
に
十
五
〜
二
十
日

ほ
ど
が
必
要
で
あ
る
。

37

生
田
滋
『
大
航
海
時
代
の
モ
ル
ッ
カ
諸
島
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
八
年
）
二
五
二
頁
。

38

岡
本
前
掲
『
十
六
世
紀
日
欧
交
通
史
の
研
究
』
一
六
二
〜
一
六
四
頁
に
全
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

39

ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』、「
補
注
」
五
九
七
頁
。

40

岡
本
『
交
通
史
』
一
四
五
頁
に
、「
日
本
発
見
の
記
載
は
、
ガ
ル
ワ
ン
と
同
じ
い
出
所
に
拠
っ
た
か
、
ガ
ル
ワ
ン
の
著
書
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
漂

流
の
様
子
を
詳
し
く
記
し
得
て
島
名
を
記
さ
な
い
の
は
、
恐
ら
く
前
者
の
敷
衍
で
あ
る
こ
と
を
推
定
せ
し
め
る
」
と
あ
る
。

41

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
（
江
馬
務
等
訳
）『
日
本
教
会
史
』
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
一
八
四
〜
一
八
七
頁
。

42

清
水
「
起
源
」
六
四
〜
六
五
頁
、
同
「
初
来
説
」
一
三
〜
一
五
頁
、
清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
五
五
〜
六
一
頁
。

43

的
場
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
』
一
一
七
〜
一
一
九
頁
。
ま
た
清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
五
七
頁
も
参
照
。

44

合
田
昌
史
『
マ
ゼ
ラ
ン

世
界
分
割
を
体
現
し
た
航
海
者
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

45

ト
メ
・
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
二
四
八
〜
二
五
〇
頁
。

46

岡
本
『
交
通
史
』
八
四
頁
、
合
田
前
掲
『
マ
ゼ
ラ
ン
』
一
六
八
〜
一
六
九
頁
。

47

岡
本
『
交
通
史
』
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
。

48

ト
メ
・
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
二
五
一
頁
。

49

岡
本
『
交
通
史
』
一
一
一
頁
。

50

清
水
有
子
「
基
礎
的
問
題
」
五
七
頁
。

51

一
五
四
三
年
に
琉
球
に
渡
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
上
陸
を
許
さ
れ
ず
に
退
去
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
秋
の
季
節
風
で
シ
ャ
ム
方
面
に
戻
っ
た
と

思
わ
れ
、
フ
レ
イ
タ
ス
は
当
然
そ
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

52

岸
野
前
掲
『
西
欧
人
の
日
本
発
見
』
三
〇
〜
三
一
頁
に
紹
介
す
る
シ
ュ
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
説
。

53

も
し
『
発
見
記
』
が
説
く
よ
う
に
、
一
五
四
二
年
に
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
を
発
見
し
て
い
れ
ば
、
彼
ら
は
四
三
年
の
四
〜
五

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
三



月
ご
ろ
に
シ
ャ
ム
に
戻
り
、
フ
レ
イ
タ
ス
兄
弟
は
そ
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

54

清
水
「
起
源
」
三
一
〜
五
〇
頁
、
同
「
初
来
説
」
二
〜
九
頁
。

55

清
水
氏
は
「
鉄
炮
記
」
の
末
尾
近
く
に
、「
今
こ
の
物
﹇
鉄
砲
﹈
の
我
が
朝
に
行
わ
る
や
、
蓋
し
六
十
有
余
年
な
り
。
鶴
髪
の
翁
、
猶
お
明
ら
か
に
こ

れ
を
記
す
る
者
あ
り
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
こ
と
を
引
い
て
、「
鶴
髪
の
翁
」
に
よ
る
記
録＝

「
老
人
記
録
」
が
「
鉄
炮
記
」
の
原
資
料
と
な
っ
た
と
説

い
て
い
る
。
し
か
し
「
鶴
髪
の
翁
、
猶
お
明
ら
か
に
こ
れ
を
記
す
る
者
あ
り
」
と
は
、「
白
髪
の
老
人
に
は
ま
だ
（
鉄
砲
伝
来
を
）
記
憶
し
て
い
る
者
も

い
る
」
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
ず
、「
老
人
記
録
」
な
る
資
料
の
存
在
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
中
島
「
海
域
交
易
」
六
六
頁
、
註
（
22
）
参
照
。
た
だ
し

清
水
「
初
来
説
」
五
〜
六
頁
で
は
、
重
ね
て
「
老
人
記
録
」
の
存
在
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
は
、
辞
書
的
に
は
「
記
」
に
は
「
記
録
す
る
」・「
記

憶
す
る
」
の
両
義
が
あ
り
、「
明
記
」
に
は
「
は
っ
き
り
と
書
き
記
す
」
意
味
が
あ
る
こ
と
、『
日
葡
辞
書
』
で
は
「
記
」
を
「
年
代
記
・
歴
史
書
」
と

解
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
動
詞
と
し
て
の
「
記
」
に
つ
い
て
、
漢
語
辞
典
と
し
て
も
っ
と
も
定
評
あ
る
『
漢
語
大
詞
典
』（
漢
語
大
詞
典
出
版

社
、
一
九
九
三
年
）
で
は
、「
①
不
忘
、
把
印
象
保
持
在
脳
中
。
②
記
録
・
載
録
」
と
、「
記
憶
す
る
」
を
第
一
義
と
す
る
。
特
に
禅
語
で
は
、「
記
在
」

（
ち
ゃ
ん
と
憶
え
て
い
る
）・「
記
持
」（
諳
ん
じ
る
）・「
記
取
」（
ち
ゃ
ん
と
記
憶
す
る
）、
記
得
（
憶
え
込
む
）
な
ど
、「
記
憶
す
る
」
意
味
で
用
い
る
こ

と
が
多
い
（『
禅
語
辞
典
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
、
七
五
〜
七
六
頁
）。
も
ち
ろ
ん
「
明
記
之
」
だ
け
で
は
、「
こ
れ
を
記
憶
す
る
」
と
「
こ
れ
を

記
録
す
る
」
の
両
義
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
直
前
に
「
猶
」（
な
お
・
ま
だ
）
と
い
う
副
詞
が
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
前
後
の
文
脈
に
よ
っ
て
、
前
者
の

意
味
に
限
定
さ
れ
る
。「
今
こ
の
物
の
我
が
朝
に
行
わ
る
や
、
蓋
し
六
十
有
余
年
な
り
。
鶴
髪
の
翁
、
猶
お
明
ら
か
に
こ
れ
を
記
す
る
者
あ
り
」と
い
う

一
節
は
、
自
然
に
「
鉄
砲
伝
来
か
ら
六
十
余
年
た
っ
た
が
、
白
髪
の
老
人
に
は
そ
れ
を
ま
だ
憶
え
て
い
る
者
が
い
る
」
と
解
さ
れ
、「
白
髪
の
老
人
が
、

か
つ
て
そ
れ
を
記
録
し
た
」
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

56

清
水
「
起
源
」
三
七
〜
三
九
頁
、
同
「
初
来
説
」
八
〜
九
頁
で
は
、『
種
子
島
家
譜
』
巻
四
の
、
慶
長
十
一
年
十
二
月
二
日
の
記
事
に
、「（
種
子
島
）

弾
右
衛
門
時
定
、
久
時
の
意
に
違
う
を
以
て
現
和
村
に
自
殺
す
。
こ
の
時
、
公
の
屋
久
島
・
恵
良
部
島
を
借
る
の
証
、
及
び
当
家
の
文
書
は
時
定
の
手

に
あ
り
、
恨
み
を
含
ん
で
尽
く
焼
化
す
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
南
浦
文
之
が
「
鉄
炮
記
」
を
執
筆
し
た
慶
長
十
一
年
ご
ろ
に
は
、
一
族
の
種
子
島
時

貞
が
種
子
島
家
の
重
要
文
書
を
管
理
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
文
之
は
こ
う
し
た
文
書
を
参
照
で
き
ず
、「
老
人
記
録
」や
手
元
の
関
係
史
料
と
、
久

時
か
ら
の
伝
聞
に
よ
っ
て
「
鉄
炮
記
」
を
執
筆
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
種
子
島
時
定
が
多
く
の
重
要
文
書
を
管
理
し
、
自
害
の
際
に
そ
れ
ら

を
焼
却
し
た
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
重
要
文
書
が
彼
の
も
と
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
種
子
島
久
時
の
も
と
に
も
か
な
り
の
旧
記
や
文
書
が
残
さ
れ

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
現
に
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
重
修
の
『
種
子
島
家
譜
』
に
は
、
四
巻
（
久
時
の
代
）
ま
で
に
総
計
八
十
四
通
も
の
古
文
書
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
四



引
用
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
四
』、「
解
題
」
一
三
頁
）。

57

B
o
x
er,

T
h
e C

h
ristian

 
C
en
tu
ry in

 
Japan

,
p
p
.18 -24.

メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
（
岡
村
多
希
子
訳
）『
東
洋
遍
歴
記
』
３
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇

年
）、
岡
村
多
希
子
「
解
説
」
三
〇
四
頁
。
た
だ
し
『
遍
歴
記
』
で
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
漂
着
の
年
月
は
明
記
し
て
お
ら
ず
、
前
後
の
記
事
に

も
年
月
の
矛
盾
や
混
乱
が
多
い
の
で
、
そ
れ
自
体
で
は
年
次
比
定
の
手
が
か
り
と
は
な
ら
な
い
。

58

メ
ン
デ
ス
・
ピ
ン
ト
（
岡
村
多
希
子
訳
）『
東
洋
遍
歴
記
』
２
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
百
三
十
二
〜
百
三
十
五
章
（
一
六
三
〜
一
八
〇
頁
）。

59

的
場
節
子
氏
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
』
第
五
章
「
ピ
ン
ト
『
遍
歴
記
』
日
本
初
来
記
事
と
鳥
銃
伝
来
」
で
は
、
こ
の
「
ナ
ウ
ト
キ
ン
」
を
「
直
時
」

の
音
訳
で
は
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
「
ナ
ウ
」（n

a
o

）
と
日
本
語
の
「
大
君
」
の
合
成
語
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
ナ
ウ
ト
キ
ン
が
「
豊
後
王
」
が
彼

の
母
の
兄
弟
で
あ
り
、
妻
の
父
で
も
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
（
前
掲
『
東
洋
遍
歴
記
』
２
、
一
七
五
〜
一
七
六
頁
）、「
ナ
ウ
タ
キ
ン
」
と

は
豊
後
大
友
氏
と
密
接
な
姻
戚
関
係
が
あ
っ
た
土
佐
中
村
の
一
条
氏
の
一
族
で
あ
る
と
論
じ
る
。
し
か
し
『
遍
歴
記
』
で
は
、「
ナ
ウ
タ
キ
ン
」
を
種
子

島
の
領
主
と
し
て
描
い
て
お
り
、
ま
た
土
佐
一
条
氏
の
一
族
が
種
子
島
に
在
住
し
て
い
た
と
い
う
記
録
も
な
い
。『
遍
歴
記
』で
は
大
筋
と
し
て
実
際
の

事
件
を
ふ
ま
え
て
い
る
場
合
で
も
、
デ
ィ
テ
ー
ル
に
は
創
作
や
誇
張
も
多
く
、
そ
の
一
字
一
句
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

60

前
掲
『
東
洋
遍
歴
記
』
３
、「
解
説
」
三
〇
〇
〜
三
〇
一
頁
。

61

清
水
「
起
源
」
四
三
〜
五
〇
頁
、
同
「
初
来
説
」
八
頁
で
は
、『
種
子
島
家
譜
』
に
お
け
る
禰
寝
氏
の
種
子
島
侵
攻
の
年
次
を
手
が
か
り
に
、「
鉄
炮

記
」
に
お
け
る
鉄
砲
伝
来
の
年
次
は
誤
り
だ
と
推
測
す
る
。
清
水
氏
の
論
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
『
種
子
島
家
譜
』
巻
三
で
は
、
大
隅
半
島
の

禰
寝
氏
が
、
天
文
十
二
（
一
五
四
三
）
年
に
種
子
島
に
侵
攻
し
た
と
記
す
が
、『
島
津
貴
久
記
』
な
ど
の
記
事
か
ら
、
禰
寝
氏
の
侵
攻
は
天
文
十
一
（
一

五
四
二
）
年
で
あ
っ
た
と

え
ら
れ
る
。
②
一
方
、
種
子
島
家
中
で
は
、
禰
寝
氏
の
侵
攻
と
鉄
砲
伝
来
が
同
一
年
に
生
起
し
た
と
す
る
記
録
や
伝
承
が

存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
③
上
妻
隆
直
は
『
種
子
島
家
譜
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
鉄
砲
伝
来
の
年
次
は
「
鉄
炮
記
」
に
よ
り
天
文
十
二
年
と
し
た
。

さ
ら
に
禰
寝
氏
侵
攻
の
年
次
も
、
そ
れ
が
鉄
砲
伝
来
と
同
一
年
に
生
起
し
た
と
い
う
記
録
や
伝
承
に
基
づ
き
、
天
文
十
二
年
と
し
た
。
④
実
際
に
は
禰

寝
氏
侵
攻
は
天
文
十
一
年
の
事
件
で
あ
り
、
同
年
に
生
起
し
た
は
ず
の
鉄
砲
伝
来
も
天
文
十
一
年
の
事
件
と

え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
推
論
の
問
題

は
、
禰
寝
氏
侵
攻
が
実
際
に
天
文
十
一
年
の
事
件
だ
っ
た
と
し
て
も
、
②
・
③
の
部
分
が
な
ん
ら
具
体
的
な
論
拠
が
な
い
憶
測
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
あ

り
、
し
た
が
っ
て
④
の
結
論
も
憶
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

62

な
お
最
近
、
的
場
節
子
氏
・
伊
川
健
二
氏
は
、『
発
見
記
』
と
「
鉄
炮
記
」
の
記
事
を
両
立
さ
せ
る
、
次
の
よ
う
な
新
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
ま
ず

的
場
氏
は
、
一
五
四
二
年
に
ま
ず
三
人
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
近
海
に
漂
着
し（『
発
見
記
』）、
四
三
年
に
は
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
来
航

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
五



し
た
（「
鉄
炮
記
」）
と
推
定
す
る
（
前
掲
『
ジ
パ
ン
グ
と
日
本
』
第
四
章
）。
た
だ
し
的
場
氏
の
説
で
は
、「
報
告
書
」
が
四
二
年
の
漂
着
地
を
琉
球
と

す
る
こ
と
に
対
す
る
明
確
な
説
明
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
説
得
性
に
欠
け
る
。
一
方
伊
川
健
二
氏
は
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
①
一
五
四
二
年

に
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
、
暴
風
に
よ
り
日
本
近
海
に
漂
流
し
た（『
発
見
記
』）。
②
し
か
し
彼
ら
は
日
本
に
は
着
岸
せ
ず
、
琉
球
に
引

き
返
し
て
上
陸
す
る
（「
報
告
書
」）。
③
翌
四
三
年
に
は
、
別
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
種
子
島
に
来
航
し
、
鉄
砲
を
伝
え
た
（「
鉄
炮
記
」）（
伊
川
前
掲
『
大

航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
』
一
五
三
〜
一
五
八
頁
）。
伊
川
氏
の
解
釈
は
、
た
し
か
に
『
発
見
記
』・「
報
告
書
」・「
鉄
炮
記
」
の
記
事
を
両
立
さ
せ
る
一
つ

の
可
能
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
伊
川
氏
の
よ
う
に

え
た
場
合
、
な
ぜ
『
発
見
記
』
で
は
日
本
近
海
へ
の
漂
流
だ
け
を
記
し
て
、
琉
球
漂

着
に
つ
い
て
は
無
視
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
も
し
フ
レ
イ
タ
ス
配
下
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
を
発
見
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
フ
レ
イ
タ
ス
は
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
に
、
琉
球
漂
着
だ
け
を
伝
え
て
日
本
発
見
に
つ
い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
筆
者
と
し

て
は
、
現
時
点
で
は
や
は
り
『
発
見
記
』
の
記
事
は
、「
報
告
書
」
の
琉
球
漂
着
記
事
を
誤
り
伝
え
た
も
の
と

え
て
お
き
た
い
。

63

村
井
「
再

」、
同
前
掲
『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本
』。

64

た
と
え
ば
「
鉄
炮
記
」
で
は
、
南
蛮
船
に
乗
船
し
て
い
た
明
人
の
五
峯
が
、
西
村
織
部
丞
に
対
し
、
砂
浜
に
字
を
書
い
て
筆
談
し
、「
こ
れ
は
西
南
蛮

種
の

胡
な
り
。
…
…
所
謂
、

胡
一
処
に
到
ら
ば

ち
止
ま
る
と
い
う
は
、
こ
れ
そ
の
種
な
り
」と
述
べ
た
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
後
漢

書
』

二
十
四
、
馬
援
列
伝
の
、「
伏
波
は
西
域
の

胡
に
類
し
、
一
処
に
到
ら
ば

ち
止
ま
る
」
と
い
う
一
句
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
が
、
明
人
五
峯
に

一
定
の
教
養
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
未
知
の
土
地
に
到
着
し
て
、
現
地
の
住
民
と
筆
談
す
る
に
際
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
古
典
の
一
節
を
引
い
た
と
は

え

ら
れ
な
い
。
こ
の
部
分
は
文
之
に
よ
る
衒
学
的
な
文
飾
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

65

岸
野
『
日
本
発
見
』
二
七
〜
三
〇
頁
「
ガ
リ
シ
ア
人
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
の
情
報
」。

66

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
（
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
）『
日
本
史
』
７
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
）
第
三
八
章
、
一
四
五
〜
一
四
六
頁
。

67

『

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
』（
河
野
純
徳
訳
）（
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
）、
書
簡
第
九
〇
、
四
六
五
〜
四
七
一
頁
。

68

岡
本
『
交
通
史
』
三
〇
一
〜
三
一
二
頁
、
岸
野
久
『
ザ
ビ
エ
ル
と
日
本

キ
リ
シ
タ
ン
開
教
期
の
研
究

』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
第

二
章
、「
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
開
教
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
役
割
」。

69

村
井
前
掲
『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本
』
第
五
章
「
日
本
銀
と
倭
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。

70

『

種
子
島
家
譜
』
巻
二
、
第
十
三
代
恵
時
。
前
掲
『
鹿
児
島
県
史
料

旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
四
』
二
三
頁
。

71

中
島
「
海
域
交
易
」
六
三
頁
参
照
。
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72

前
掲
『
遍
歴
記
』
２
、
一
六
三
〜
一
六
七
頁

73

前
掲
『
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
全
書
簡
』
四
七
〇
〜
四
七
一
頁
、
四
九
八
〜
四
九
九
頁
・
註
五
〜
八
。

74

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
巻
七
、
風

。

75

村
井
「
再

」
一
一
一
一
〜
一
一
一
五
頁
。
同
前
掲
『
海
か
ら
見
た
戦
国
日
本
』
一
一
一
〜
一
一
六
頁
。

76

鄭
若
曽
『
籌
海
図
編
』
巻
九
、
擒
獲
王
直
。

77

斯
波
義
信
「
綱
首
・
綱
司
・
公
司：

ジ
ャ
ン
ク
商
船
の
経
営
を
め
ぐ
っ
て
」（
森
川
哲
雄
・
佐
伯
弘
次
編
『
内
陸
圏
・
海
域
圏
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

イ
ス
ラ
ム
』
九
州
大
学
21
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本：

交
流
と
変
容
」、
二
〇
〇
六
年
）。

78

以
上
詳
し
く
は
、
中
島
「
海
域
交
易
」
五
四
〜
六
一
頁
参
照
。

79

ト
メ
・
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
四
九
〇
頁
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
リ
ー
ド
（
平
野
秀
秋
・
田
中
優
子
訳
）『
大
航
海
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア

１
４
５

０
｜
１
６
８
０
年

拡
張
と
危
機
』
六
六
〜
六
七
頁
参
照
。

80

生
田
滋
「
東
南
ア
ジ
ア
の
大
航
海
時
代
」（
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア
史
３
『
東
南
ア
ジ
ア
近
世
の
成
立
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
八
一
〜
八
六
頁
。

81

R
o
d
erich P

ta
k
,
“M

erch
a
n
ts a

n
d M

a
x
im
a
za
tio
n
:
N
o
tes o

n C
h
in
ese a

n
d P

o
rtu
g
u
ese E

n
trep

ren
eu
rsh

ip in M
a
ritim

e A
sia
,

c.
1350 -16,”
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S
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T
ravel
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V
ision

s
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th
e
 
O
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4
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0
-1
7
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0
),

A
ld
ersh

o
t:
A
sh
g
a
te

 
P
u
b
lish

in
g L

im
ited

,
1998,

p
.54.

82

生
田
前
掲
「
東
南
ア
ジ
ア
の
大
航
海
時
代
」
八
六
頁
。

83

D
o
n
a
ld F

erg
u
so
n
,
“L
etters fro

m
 
P
o
rtu
g
u
ese C

a
p
tiv
es in C

a
n
to
n
,
W
ritten in 1534 a

n
d 1536,”

T
h
e In

d
ian
 
A
n
tiqu

ary,
V
o
l.

X
X
X
I,
1902,

p
p
.14 -15.

84

朱

『

餘
雑
集
』
巻
五
、
章
疏
四
、「
六
報

海
捷
音
事
」。

85

顧
炎
武
『
天
下
郡
国
利
病
書
』
原
編
第
三
十
三
冊
、
交

西
南
夷
、
仏
朗
機
国
の
条
。

86

ト
メ
・
ピ
レ
ス
前
掲
『
東
方
諸
国
記
』
二
一
二
〜
二
二
一
頁
、
四
五
五
〜
四
七
二
頁
。

87

R
o
d
erich P

ta
k
,
“M

in
g M

a
ritim

e T
ra
d
e to S

o
u
th
ea
st A

sia
,
1368 -1567:

V
isio

n
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y
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,
2004,

p
p
.

177 -182.ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
航
再
論

七
七



88

矢
野
仁
一
『
支
那
近
代
外
国
関
係
研
究

ポ
ル
ト
ガ
ル
を
中
心
と
せ
る
明
清
外
交
貿
易

』（
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年
）
三
一
〜
二
〇
三
頁
、
張

増
信
『
明
季
東
南
中
国
的
海
上
活
動
』
上
編
（
中
国
学
術
著
作
奨
助
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
一
九
五
〜
二
三
一
頁
な
ど
。

89

ガ
ス
パ
ー
ル
・
ダ
・
ク
ル
ス
（
日
埜
博
司
編
訳
）『
ク
ル
ス
「
中
国
誌
」』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
六
年
）
二
〇
一
〜
二
〇
五
頁
。

90

矢
野
前
掲
『
支
那
近
代
外
国
関
係
研
究
』
二
七
四
〜
二
九
六
頁
、
張
増
信
前
掲
『
明
季
東
南
中
国
的
海
上
活
動
』
上
編
、
二
三
二
〜
二
四
二
、
二
九

一
〜
三
〇
四
頁
な
ど
参
照
。

91

鄭
舜
功
『
日
本
一
鑑
』
窮
河
話
海
巻
六
、
流

。

92

岸
野
『
日
本
発
見
』
二
七
〜
三
〇
頁
「
ガ
リ
シ
ア
人
ペ
ロ
・
デ
ィ
エ
ス
の
情
報
」。

93

池
端
文
書
」
七
三
一
・
七
三
二
「
沙
弥
清
本
譲
状
案
」（『
旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
一
』
鹿
児
島
県
、
一
九
八
八
年
、
四
七
〇
頁
）。
清
水
「
起
源
」

五
五
〜
五
八
頁
、
清
水
前
掲
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
種
子
島
初
来
年
代
を
め
ぐ
っ
て
」
一
一
〜
一
五
頁
、
岸
野
久
「
パ
ウ
ロ
・
デ
・
サ
ン
タ
フ
ェ
・
池
端

弥
次
郎
重
尚
同
一
人
説
に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
九
六
年
、『
ザ
ビ
エ
ル
と
日
本

キ
リ
シ
タ
ン
開
教
期
の
研
究

』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年

所
収
）
参
照
。

94

一
五
四
四
年
に
種
子
島
に
再
来
航
し
た
ジ
ャ
ン
ク
が
、
さ
ら
に
北
上
し
て
小
根
占
に
到
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

95

村
井
前
掲
「
鉄
砲
は
い
つ
、
だ
れ
が
、
ど
こ
に
伝
え
た
か
」
一
五
頁
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
日
本
初
来
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再
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七
八
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